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現
在
北
海
道
卒
果
の
大
宗
そ
な
し
て
い
る
余
市
平
果
の
起
源
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
よ
り
輸
入
し
た
果
樹
・
読
菜
の
苗
木
を
、
明
治
八
年
に
開
拓
使
が
各
農

家
に
交
附
し
た
と
き
に
始
ま
っ
た
。
ま
た
余
市
町
に
お
け
る
農
業
は
、
会
津
の
旧
渚
土
に
よ
る
山
田
村
・
黒
川
村
の
開
墾
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
き
づ
か
れ

た。
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海
遺
余
市
町
に
お
け
る
卒
呆
栽
培
の
経
済
的
研
究

余
市
町
の
開
拓
扶
況
に
つ
い
て
は
高
倉
新
一
郎
敬
授
の
「
北
海
道
開
拓
農
村
の
成
長
」

(
農
業
綜
合
研
究
第
九
観
「
北
海
道
農
業
の
展
開
」
所
牧
)

(1) 



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
翠
果
栽
培
ρ
終
済
的
研
究

に
詳
し
い
。

会
津
藩
は
明
治
維
新
の
際
、
幕
府
側
に
属
し
た
の
で
朝
敵
と
さ
れ
、
降
伏
後
藩
士
の
一
部
は
流
罪
の
名
目
で
明
治
二
年
に
小
樽
に
送
ら
れ
た
。
翌
年
開
拓
使

の
募
移
民
と
な
っ
て
余
市
の
山
田
・
黒
川
両
村
に
移
住
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
士
族
移
住
は
当
時
の
明
治
政
府
が
、
失
業
士
族
の
品
川
済
と
北
海
道
開
拓
を
国
家

的
見
地
か
ら
急
、
速
に
行
う
た
め
に
考
え
た
政
策
で
、
当
初
開
拓
使
の
開
拓
政
策
は
主
と
し
て
「
士
族
優
先
主
義
」
に
基
づ
い
て
い
た
。

同
「
士
族
優
先
主
義
」
に
基
づ
〈
護
士
族

ω
移
住
は
、
明
治
三
年
令
津
落
士

ω
外
に
、
仙
台
支
落
の
伊
達
邦
成
ハ
紋
別
〉
・
伊
達
邦
直
(
石
狩
)
片
倉

邦
議
(
室
蘭
)
、
淡
路
藩
主

ω
稲
田
邦
槌
(
静
内
)
が
あ
る
o
叉
明
剛
山
十
一
年
に
は
名
士
円
屋
内
鶴
務
士
が
八
雲
に
、
十
三
年
に
山
口
務
藩
f

ハ
余
市
郡

大
江
村
)
、
寸
四
年
に
佐
賀
及
び
繭
悶
の
奮
務
士
ハ
石
狩
笛
別
)
、
十
六
年
に
金
禅
の
葱
薄
士
(
岩
内
郡
前
岡
村
)
が
移
住
し
た
。

し
か
し
明
治
政
府
及
開
拓
使
の
こ
の
意
図
に
も
か
L
わ
ら
ず
、
手
に
鍬
そ
も
っ
た
こ
と
の
な
い
旧
藩
士
に
は
、
開
墾
は
武
芸
よ
り

4
悶
難
で
あ
っ
た
。
余
市

に
入
地
し
た
会
津
田
藩
士
も
開
拓
移
民
と
し
て
払
下
を
う
け
て
レ
た
コ
一
年
間
の
扶
助
米
が
つ
き
る
と
、
「
売
る
に
物
な
く
、
買
う
に
金
な
き
」
当
時
で
は
移
住

民
の
困
窮
は
そ
の
極
に
達
し
、
脱
落
し
て
帰
国
す
る
者
が
多
か
っ
た
o

叉
、
あ
く
ま
で
残
っ
た
者
も
当
時
好
況
で
あ
っ
た
余
市
飯
場
の
手
伝
い
、
「
し
よ
い
子
」

・
樵
夫
等
の
内
戦
を
し
て
現
金
を
得
、
辛
う
じ
て
生
活
を
保
っ
て
い
た
o
そ
の
問
、
開
拓
使
か
ら
は
奨
励
農
作
物
種
苗
の
下
附
、
西
洋
農
回
目
の
貸
与
も
行
は
れ

た
が
、
始
め
は
充
分
な
成
果
は
や
め
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
際
平
巣
の
商
木
を
十
本
づ
L
各
農
家
に
始
め
て
配
布
し
た
が
、
農
家
は
消
極
的
に
受
取

り
愛
玩
叉
は
晴
好
則
と
し
て
纏
え
た
程
度
で
あ
っ
た
。

さ
て
中
央
の
方
で
は
、
明
治
十
年
の
西
南
役
後
特
に
イ
シ
フ
レ
傾
向
が
お
こ
り
、
そ
の
解
決
策
と
ん
て
明
治
十
四
年
に
松
方
蔵
相
が
デ
7

レ
政
策
そ
行
つ
ぶ

す
る
と
一
挙
に
社
会
的
な
矛
盾
が
爆
発
し
て
沈
滞
期
と
な
り
、
米
価
が
暴
落
し
た
の
で
農
業
経
蛍
が
困
難
と
な
り
、
貧
農
が
急
激
に
増
え
て
き
た
。
か
〈
て
こ

れ
ら
の
貧
農
の
中
か
ら
新
天
地
を
求
め
る
者
が
ふ
え
、
こ
の
頃
か
ら
北
海
道
去
の
移
民
が
次
第
に
増
大
し
て
き
た
。

余
市
附
近
で
も
明
治
十
二
年
に
山
田
村
の
西
部
に
秩
岡
県
亀
田
郡
か
ら
五
戸
(
こ
の
中
に
後
目
、
余
市
平
果
栽
培
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
T
氏
が
い
る
)
、

十
四
年
に
は
阿
国
阿
波
か
ら

γ
一
七
戸
が
隣
の
仁
木
村
に
夫
々
団
体
で
入
植
し
た
の
そ
始
め
、
翌
十
五
年
に
は
余
市
の
黒
川
村
に
旧
長
州
落
主
毛
利
侯
の
経
常

す
る
毛
利
農
場
が
設
立
さ
れ
た
。

同

大

農

場

ω
意
義
に
つ
い
て
は
拙
文
「
明
治
政
府
と
初
期
北
海
道
」

(
北
方
農
業
六
一
七
貌
所
牧
)
を
参
附
加
さ
れ
た
い
。



一
方
余
市
附
近
の
交
通
は
、
旦
一
山
川
村
か
ら
山
道
村
ま
で
三
塁
余
の
新
進
が
明
治
六
年
に
聞
か
れ
、
十
三
年
に
な
る
と
日
本
に
お
け
る
商
業
取
引
の
旗
頭
三
井

物
産
が
早
く
も
北
海
道
の
新
開
地
に
手
を
拡
げ
、
仁
木
村
に
も
出
張
所
を
設
け
て
余
市
附
近
の
雑
穀
類
の
集
荷
取
引
を
行
う
迄
に
な
っ
た
。
更
に
十
五
年
に
は

仁
木
・
大
江
・
上
山
道
を
通
ず
る
幹
線
が
開
通
し
て
交
通
は
更
に
便
利
に
な
っ
た
。
そ
の
上
、
明
治
十
二
年
に
は
山
田
村
に
栽
躍
し
た
卒
果
(
緋
衣
・
国
光
)

が
始
め
て
結
突
し
、
翌
年
札
幌
で
開
か
れ
た
農
業
博
覧
会
に
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
珍
品
と
し
て
非
常
な
好
評
を
博
し
農
産
物
と
し
て
有
望
に
な
っ
た
の
で
、
従

来
貧
窮
に
苦
し
ん
で
い
た
農
民
に
対
し
、
将
来
へ
の
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
っ
た
。

こ
の
様
な
開
拓
地
に
お
け
る
人
口
の
増
加
、
交
通
の
発
展
、
生
産
の
増
加
、
交
易
の
上
昇
と
の
相
互
依
存
関
係
に
よ
り
、
農
産
物
の
飯
路
も
次
第
に
拡
張
さ

れ
、
余
市
村
字
山
田
村
の
農
業
経
営
も
序
々
に
原
始
的
形
態
を
脱
す
る
様
に
な
っ
た
。

一
度
博
覧
会
で
率
果
が
得
た
好
評
に
刺
殺
さ
れ
て
、

山
田
村
の
率
呆
栽
培
一
回
積
は
次
第
に
増
大
し
、
明
治
二
十
年
頃
に
は
黒
川
村
に
も
及
ん
で
盛
況
を
示

し
、
二
五
年
頃
に
な
る
と
余
市
一
円
に
及
ぶ
様
に
な
っ
た
。
し
か
し
阪
路
に
限
界
が
あ
っ
た
の
で
、
草
果
が
農
家
の
主
業
と
な
る
迄
に
は
な
ら
ず
、
主
と
し
て

雑
毅
・
読
菜
を
生
産
し
、
疏
菜
は
余
市
附
近
、
雑
穀
ハ
犬
、
小
豆
)
は
小
樽
附
近
を
市
場
と
し
て
阪
売
し
て
レ
た
。
卒
果
が
山
田
村
に
お
い
七
農
家
の
主
業
と

な
る
様
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
二
七
・
八
年
の
日
清
戦
争
を
へ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

某
後
余
市
町
平
泉
栽
培
の
発
達
は
、
概
し
て
順
路
を
歩
ん
だ
と
い
う
べ
き
で
、
全
道
の
卒
果
栽
培
が
単
な
る
普
及
で
一
度
病
害
虫
藁
延
の
試
練
そ
経
る
や
援

滅
を
来
し
た
に
際
し
、
適
地
で
専
業
密
集
の
経
蛍
者
が
こ
れ
を
じ
の
い
で
今
日
の
盛
況
を
来
し
た
の
で
あ
る
。

ム
7

余
市
町
に
お
け
る
平
泉
栽
培
の
状
況
そ
山
田
村
の
実
態
調
査
を
通
じ
て
考
察
し
た
レ
。

第

章

牽
果
経
替
の
一
般
的
諸
傑
件

第

節

余
市
町
に
お
け
る
自
然
的
諸
条
件

余
市
町
は
、
北
海
道
'
の
半
島
部
と
も
い
う
べ
き
後
志
支
庁
の
東
北
偶
に
位
L
，
小
樽
市
の
西
方
子
九
・
九
粁
に
あ
る
。
東
は
小
樽
岳
及
び
毛
無
山
一
帯
の
連

山
に
よ
っ
て
小
樽
市
及
び
塩
谷
村
に
続
き
、
西
は
八
内
岳
よ
り
北
走
ず
る
山
脈
に
よ
っ
て
古
平
町
に
援
し
て
更
に
積
丹
半
島
に
及
び
、
東
南
は
大
登
、
小
登
、

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
果
裁
措
の
経
済
的
研
究



泌
海
道
余
市
町
に
お
け
る
平
泉
栽
培
の
経
済
的
研
究

問

一
克
服
の
遠
山
を
結
ぶ
分
水
嶺
に
よ
っ
て
赤
井
川
村
と
界
を
な
し
、
南
は
湯
内
岳
の
連
互
ず
る
山
脈
に
よ
っ
て
大
江
村
に
接
し
て
い
る
o
更
に
北
は
直
接
日
本
海

に
密
着
し
て
遥
か
.
に
石
狩
、
天
塩
と
相
対
す
る
。

か
く
て
余
市
町
は
、
四
部
に
五
百
か
ら
一
千
米
に
及
ぶ
幾
分
高
山
的
風
貌
の
山
地
と
、
東
南
は
概
し
て
平
坦
な
丘
陵
怯
山
地
と
に
図
ま
れ
、
そ
の
中
央
に
百

米
内
外
の
丘
陵
性
台
地
を
狭
ん
で
い
る
o
こ
れ
ら
の
間
際
を
ぬ
っ
て
余
市
・
登
・
番
部
等
の
各
河
川
が
流
れ
、
そ
こ
に
三
角
洲
的
沖
積
平
野
た
る
余
市
平
野
が

ひ
ら
け
、
こ
L
が
，
余
市
町
に
お
け
る
主
要
な
農
耕
地
帯
を
し
め
て
い
る
。

次
に
気
候
は
、
対
馬
暖
流
の
影
響
を
う
け
て
海
洋
性
で
あ
り
、
夏
は
通
例
二
一

l
一一一

O
度
ハ
摂
氏
)
の
聞
を
上
下
し
て
多
少
緩
和
さ
れ
、
更
に
冬
で
も
附
近

の
倶
知
安
・
狩
太
等
に
比
し
て
一
・
五
度
内
外
高
い
。
降
雪
期
は
四
月
上
旬
で
終
り
、
五
月
中
旬
に
な
る
と
降
霜
が
み
ら
れ
な
い
。
叉
十
月
中
旬
に
は
霜
結

し
、
十
一
月
中
旬
か
ら
は
雪
が
降
る
。
一
方
風
は
コ
一
、
四
月
か
ら
入
、
九
月
迄
は
西
南
風
が
多
く
、
冬
は
北
西
風
が
多
い
。
春
、
夏
は
概
し
て
晴
天
続
き
で
あ

が
る
、
中
秋
以
後
は
降
雨
が
多
く
冬
期
は
飛
雪
が
多
い
。
ハ
余
市
町
教
員
会
編
「
余
市
町
郷
土
誌
比
一
一

O
頁
参
照
)

こ
の
様
な
余
市
町
の
一
般
的
自
然
条
件
か
ら
、
農
耕
地
の
状
況
を
み
る
o
ま
づ
余
市
町
を
余
市
川
川
沖
積
平
野
、
登
川
下
流
平
野
、
大
川
隆
起
平
野
、
沢
平
野
、

香
部
川
流
域
平
野
、
に
五
分
す
る
o
木
町
の
中
央
部
を
占
め
る
余
市
川
沖
積
平
野
は
山
田
村
一
円
か
ら
黒
川
町
南
西
部
に
及
び
、
余
市
川
が
沖
積
層
を
沈
積
し

て
作
っ
た
腐
蝕
虞
粘
土
性
の
肥
沃
な
土
地
で
あ
る
。
平
坦
で
あ
る
が
北
方
は
寒
り
、
東
南
に
開
け
て
い
る
た
め
気
候
も
温
暖
で
あ
り
、
気
温
は
年
平
均
八
度
内

外
で
果
樹
栽
培
に
好
適
で
余
市
平
果
の
大
宗
を
な
し
て
い
る
。
登
川
下
流
平
野
は
、
登
川
の
堆
積
し
た
氾
濫
原
で
あ
っ
て
壌
土
性
の
底
湿
地
を
な
し
、
大
部
分

水
田
に
利
用
さ
れ
、
本
町
の
、
主
要
米
産
地
陥
俄
で
あ
る
。
叉
そ
の
一
部
は
多
少
高
燥
地
で
土
演
も
良
好
な
の
で
、
山
田
村
に
つ
宮
果
樹
裁
培
が
盛
ん
で
あ
る
。
大

川
隆
起
平
野
は
、
分
解
の
最
も
新
し
い
砂
土
で
下
回
聞
が
や
L
堅
い
沖
積
層
か
ら
な
り
、
保
水
力
不
充
分
で
旦
土
地
の
乾
燥
、
海
岸
風
の
影
響
の
た
め
農
耕
地
に

は
遜
し
な
い
が
、
土
虞
改
良
と
施
肥
の
工
夫
に
よ
り
果
樹
・
疏
菜
が
多
少
産
出
さ
れ
て
レ
る
o

訳
平
野
は
、
病
薄
粘
土
演
の
土
壌
が
犬
部
で
低
地
は
水
田
及
び

畑
に
、
之
に
接
す
る
台
地
は
林
機
園
に
な
っ
て
い
る
。
番
部
川
流
域
平
野
は
、
扇
状
形
を
な
す
砂
田
崩
壊
土
の
沖
積
平
野
で
水
田
が
聞
け
、
第
主
紀
洪
積
世
の
丘

陵
地
は
農
耕
地
と
し
て
好
適
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
形
・
地
震
上
余
市
町
で
は
卒
果
栽
培
に
好
適
な
処
が
多
い
が
、
特
に
余
市
町
の
卒
果
生
育
に
お
い
て
は
、
土
居
周
の
影
響
よ
り
も
気
候
の
作
用
が

大
で
あ
り
、
生
育
期
間
中
の
気
候
が
、
直
ち
に
年
々
の
生
産
額
の
多
寡
を
決
定
す
る
o
気
候
が
栽
培
上
に
重
大
な
関
係
を
も
つ
の
は
、
廿
年
間
平
均
温
度
よ
り



は
む
し
ろ
、
生
育
期
間
即
ち
開
花
期
よ
り
成
熟
期
ま
で
の
昼
夜
温
度
に
激
安
な
く
、
日
照
時
間
が
多
く
て
暴
風
雨
が
少
〈
、
旦
空
気
の
尤
も
乾
燥
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
o
特
に
風
が
激
甚
で
あ
る
と
、
花
粉
の
交
配
作
用
を
著
し
〈
害
し
、
叉
果
樹
蝕
腐
病
の
蔓
延
を
促
土
や
す
い
の
で
、
果
樹
経
営
で
は
風
の
当
ら
な
い

土
地
が
主
要
な
条
件
で
ゐ
る
。

こ
の
様
な
余
市
町
に
お
け
る
一
般
的
な
自
然
条
件
の
上
に
、
い
か
な
る
社
会
的
経
済
的
条
件
が
加
味
せ
ら
れ
た
か
(
勿
論
自
然
条
件
を
離
れ
て
、
こ
れ
ら
の

形
成
も
な
〈
、
自
然
条
件
の
上
に
こ
れ
に
刻
応
し
つ
L
、
新
た
な
社
会
的
経
済
条
件
が
形
成
さ
れ
υ
、
特
に
果
樹
栽
培
に
適
し
た
自
然
条
件
が
い
か
に
伸
長
さ

れ
た
か
を
次
に
み
た
い
。

第

二

節

余
市
町
に
お
け
る
社
会
経
済
的
諸
事
情

ま
ず
土
地
利
用
状
況
が
ど
ん
な
で
あ
る
か
を
第
一
表
に
み
る
と
、

第1表余市町にたける土地利用状況

名 務 l反 別|比率|
町

耕 地 2，343.08 17.7 (¥00.0) 

360.48 (15.4) 

畑 1，982.60 く84.6)

宅 地 90.10 0.7 36.6 

~J 林 1，651.30 12.5 

原 野 761.80 5.7 

兎租地 l，267.70 

無租地 67.90 

固有林 7，058.20 

合計 I1抑制|附l

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
率
果
栽
培
の
経
済
的
研
究 〈余市町勢要管 1948年 3頁による〉

自
然
的
条
件
か
ら
山
地
が
優
勢
な
た
め
、
耕
地
は
全
面
積
の
僅
か
十
七
・
七
%
に
す
司
き
な

ぃ
。
叉
民
有
地
は
全
面
積
の
三
六
・
六
%
、
町
村
有
地
(
免
租
地
)
は
九
・
六
%
、
道

有
地
ハ
無
程
地
)
は

0
・
五
%
、
更
に
国
有
林
は
突
に
全
面
積
の
五
三
・
一
二
%
に
及
ん

で
い
る
o
街
耕
地
は
民
有
地
の
四
八
・
四
%
を
、
更
に
耕
地
中
田
は
十
五
・
四
%
、
畑

は
八
四
・
六
%
で
畑
の
方
が
優
勢
で
・
あ
る
。

次
に
職
業
別
戸
数
及
び
従
業
者
数
で
は
(
第
二
表
)
農
業
が
未
だ
に
全
戸
数
の
四
コ
一

・
一
二
%
、
全
従
業
者
の
五
四
・
一
%
を
占
め
て
余
市
町
の
主
要
産
業
部
門
と
な
っ
て
い

る
。
叉
漁
業
は
鯨
の
不
振
か
ら
従
前
の
如
〈
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
鯨
、
タ
ラ
、
カ

ν
ィ
、
ィ
ヵ
等
の
漁
獲
が
あ
り
、
戸
数
の
十
四
・
七
Mm、
従
業
者
の
十
二
・
二
%
を
し

め
、
叉
北
海
道
水
産
試
験
場
が
余
市
町
に
あ
り
、
こ
の
試
験
研
究
の
影
響
を
う
け
て
い

る
。
叉
製
造
工
業
が
戸
数
の
一

0
・
七
%
、
従
業
者
の
一
七
・
九
%
を
し
め
て
お
り
、

余
市
町
の
水
産
物
と
奉
果
の
加
工
処
理
が
苧
く
か
ら
行
は
れ
、
こ
れ
ら
が
相
当
輿
隆
L

五



北
海
遺
余
市
町
に
お
け
る
卒
果
栽
培
の
経
済
的
研
究

余市町職業別従業者数く昭22.10)

業種別(戸 致|従業員数

農 業 980く43.3)1 3.877く54.!)

iff.l 業 332く14.7) 872く12.2)

建築工業 55 ( 2.4) 170 (ω  

製造工業 243く10.7) 1，28407.9) 

公務及びlil'l体 54 ( 2.4) m く3.6)
r.fj奨金融 366 (16.2) 994く13.9)

交週楽 43 ( 1.9) 針。く 5判
自由業 93 ( 4.1) 412く5.7)

サ』ピス業 83く3.7) 181 ( 2.5) 

その他 15く0.6) 371く5.2)

計 |別 (100刊 7，170000.0) 

第2表
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
き
な
も
の
で
も
ニ
ッ
ヵ
、
ウ
イ
ス

キ
ー
で
有
名
な
犬
日
本
果
汁
株
式
会
社
、
北
農
系
の
農
産
加
工
'
有
限

会
社
余
市
工
場
、
そ
の
他
種
々
の
水
産
物
農
産
物
加
工
の
食
品
・
踏

詰
工
場
が
多
く
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
農
・
ヱ
・
漁
業
の
発
展
の
結
果
、
当
然
金
融
業
及
び
商
業

も
盛
ん
と
な
る
。
特
に
商
業
都
市
小
樽
か
ら
僅
か
二
十
粁
の
地
に
あ

り
、
し
か
も
余
市
溶
か
ら
交
流
出
来
る
と
い
う
恰
好
の
地
位
に
あ
る

た
め
、
附
近
農
漁
村
の
一
中
心
を
な
し
、
第
二
表
に
み
ら
れ
る
様
に く余市町勢要覧 1948年 4頁より〉

-'-・ノ、

(単位同及び%)

|農 産|林産|水量物|農z物l計
ー-....・・-

明治44年 429，218 518，400 6，300 12，540 71，200 1;03λ663 

大正ラ年 332，879 979，401 9，642 20，000 72，557 1，414，679 

。10年 626，767 2，855，126 26，281 10，250 189，600 3，708，224 

グ 15年 1，617，010 2，226，978 11，691 11，871 241，507 4，109，057 

昭和ラ年 129，487 1，459，616 14，863 17，333 96，076 1，707，370 
ク 9!半 463.172 1，088，277 14，100 1，703，165 

万 19年 5，831.513 4，441，316 77，247 1，1川iげ7乃 3臼扮，9幻9幻3吋 2幻m悶5刃悶2却O妨 17，978，595 
グ 23年 332，821，398 119，338，161 12，078，500 8，094，0001 62，994，8411213，979，573 749，306，473 、--明治何年 41.4 49.9 0.6 1.2 6.8 100.0 

大'iE5年 23.5 69.2 0.7 1.4 5.1 100.0 

汐 10年 16.9 76.8 。‘7 0.3 5.1 100.0 

ゲ 15年 39.3 54.2 0.3 0，3 5.9 100.0 

昭和 5年 7.6 8ラ.3 0.8 1.0 5.7 100.0 

't 9年 27.2 63.9 0.8 0.5 7.6 100.。
か 19年 32.2 24.7 0.4 6.5 14.0 100.0 

ゲ 23年 44，4 15.9 1.6 1.11. 8.4 28.6 100.0 

余市町の各産業別産額表第3表

(余市町統計集計簿一奮統計台帖ーより作成〉



商
業
金
融
業
が
主
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
訳
が
わ
か
る
。

今
余
市
町
の
産
業
別
総
生
産
額
を
第
一
二
表
で
み
る
o

勿
論
こ
れ
で
は
各
年
の
比
較
が
不
明
で
、
そ
れ
ら
は
そ
の
年
の
漁
獲
及
び
農
産
状
況
と
社
会
一
般
の
経

済
市
況
が
影
響
さ
れ
る
が
、
大
略
の
傾
向
は
祭
知
で
き
る
o
即
ち
明
治
末
期
で
は
農
産
額
は
ほ
ピ
水
産
額
と
捻
抗
し
て
い
た
が
、
大
正
時
代
は
綴
の
豊
漁
が
続

い
て
好
況
時
代
と
な
り
、
水
産
が
全
産
額
の
七
O
%
前
後
を
占
め
た
o

一
方
向
辰
康
も
平
果
生
産
の
回
復
と
共
に
産
額
を
増
加
し
、
水
産
に
比
L
大
正
十
五
年
に

は
や
L
明
治
末
期
と
同
比
率
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
昭
和
に
な
る
と
二
年
以
来
打
続
く
恐
慌
・
冷
害
等
に
よ
っ
ぞ
農
産
物
価
は
暴
落
し
昭
和
五
年
の
如
き
は
全

産
額
の
僅
か
七
・
六
%
で
、
昭
和
九
年
に
も
漸
く
明
治
末
期
・
大
正
初
期
の
産
額
を
保
つ
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
以
水
産
が
そ
の
代
り
を
し
た
が
、
こ
れ
も

昭
和
二
年
以
来
鯨
漁
が
不
況
で
実
演
的
に
は
産
額
が
へ
っ
た
。
一
時
回
復
を
み
せ
た
が
往
年
の
如
く
で
は
な
〈
、
次
第
に
飯
場
も
衰
微
し
て
水
産
額
は
減
少
し

た
。
昭
和
十
年
頃
か
ら
次
第
に
軍
需
景
気
傾
向
が
強
ま
り
、
支
那
事
安
・
大
東
亜
戦
争
に
よ
っ
て
生
産
も
一
応
順
調
と
な
り
物
価
も
次
第
に
上
昇
し
て
き
た
(

こ
の
間
の
統
計
は
残
念
な
が
ら
な
い
)

0

即
ち
昭
和
十
九
年
は
総
生
産
額
も
昭
和
五
・
九
年
代
の
十
倍
以
上
に
な
っ
た
。
こ
の
年
農
産
は
水
産
を
こ
え
て
首
位

と
な
り
、
更
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
従
前
か
ら
微
弱
な
が
ら
も
前
進
し
て
い
た
工
産
が
一
躍
拡
大
し
、
水
産
物
加
主
処
理
に
よ
る
産
額
が
全
体
の
二
九
・
一

%
、
農
産
物
加
工
処
理
に
よ
る
も
の
十
四
%
で
、
こ
れ
を
合
せ
る
と
工
産
額
実
に
三
玉
・
九
%
で
優
に
農
産
を
超
過
し
て
レ
る
o

こ
れ
は
軍
需
用
の
水
産
物
加

工
(
例
え
ば
纏
詰
工
業
)
と
、
昭
和
十
二
年
以
来
設
立
さ
れ
た
大
日
本
果
樹
株
式
会
社
(
一
一
ツ
カ
U

が
軍
用
の
酒
石
酸
を
製
造
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
o
更
に
敗
戦
後
は
全
国
的
な
イ

ν
ブ
レ
傾
向
に
よ
り
産
額
は
幾
何
級
数
的
に
増
大
し
、
一
応
公
定
価
に
よ
り
集
計
し
て
も
、
昭
和
二
三
年
の
総
生
産
額
は
昭

和
十
九
年
の
約
四
二
倍
、
昭
和
五
年
代
に
比
す
れ
ば
実
に
四
四
O
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。
特
に
農
産
物
の
値
上
は
所
謂
農
村
イ
シ
フ
レ
に
よ
っ
て
目
覚
ま
し
い

も
の
が
あ
り
、
農
産
額
は
こ
の
年
に
は
全
産
額
の
四
四
・
四
%
に
達
し
た
。
ヱ
産
額
は
依
然
コ
一
七
%
を
占
め
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
こ
の
年
に
な
る
と
逆

に
農
産
物
加
工
が
大
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
卒
呆
廃
果
の
利
用
に
よ
る
加
工
と
、
「
=
ツ
カ
」
株
式
会
社
が
漸
く
軌
道
に
の
り
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ブ
ラ
ン

デ
ー
、
ブ
ド
1
酒
、
ロ
ジ
ゴ
酒
等
の
生
産
が
大
レ
に
あ
が
っ
た
為
で
あ
る
o

こ
の
様
な
各
産
業
別
産
額
の
安
移
に
よ
り
、
余
市
町
に
お
い
て
各
産
業
の
占
め
る

比
重
を
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
く
て
農
産
が
余
市
町
に
お
け
る
最
も
主
要
な
産
楽
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
次
に
こ
の
農
業
が
レ
か
な
る
状
況
に
あ
る
か
を
簡
単
に
考
察
し
て
み

る
。
先
づ
作
物
別
作
付
面
積
を
第
四
表
に
つ
き
み
る
と
ハ
完
全
な
記
載
が
な
〈
甚
だ
不
備
な
点
が
多
レ
)
、
作
付
面
積
は
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
増
大

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
菜
栽
猪
の
経
済
的
研
究

七



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
翠
果
栽
培
の
絞
済
的
研
究

く耳Z位町及び%)

|大正4年(111昭和2!<F-(2ll昭手日7川昭手間

米 39伯 (11.5)[ 408.804.6)[ 4は 8[ 399.5(¥4.4)1 359.2(¥5判
大!J. 690.0(23‘2) 130.1 (4.6) 57.1 79.0 (2.8) 84.5 (3.6) 

小 E主 70.0 (2.4) 89.1 (3.2) 105.6 50.5 0.8) 

高さ 豆 183.9 (6.6) 158.3 25.7 (0.9) 

碗主主 6ラ.0(2.2) 0.8 (ー) 85.0 0.7 (ー)

大主主 ¥.2 (ー) 0.1 0.1 (ー) 5.5 (0.2) 

小妻子 14.1 (0.5) 17.5 5¥.8 (¥.9) 37.4 (¥.6) 

線 室長ー 88.2 (3.1) 49.9 50.2 (¥.8) 3¥.2 (¥.3) 
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馬鈴薯 60.0 (2.0) 81.9 147.2 (5.3) 149.3 (6.4) 
F 

疏茶 231.6 (9.9 

リユ/コ守 755.0(25.4) (96，239本) (97，750本) 680.7(24.ラ) 664.2(28.4) 
その他

80.0 (2.7) 85.0 (3.1) 
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余市町に1なける作物別作付面積表第4表
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J
e
E

，

(1)余市町農的若者統計 (2)余市郷土誌 l11:IT (6)昭22.8.¥セシサス
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し
た
が
、
昭
和
四
年
の
農
業
恐
慌
以
来
急
激
に
滅
少
し

始
め
て
い
る
。
そ
の
後
の
景
気
快
復
と
共
に
旧
に
復
す

傾
向
が
み
え
て
き
た
が
、
支
那
事
愛
・
大
東
亜
戦
争
に

よ
っ
て
農
村
労
仇
力
の
飲
乏
が
目
立
ち
始
め
た
の
で
、

不
耕
作
面
積
が
次
第
に
増
加
し
、
耕
地
面
積
は
伸
び
な

や
ん
で
い
た
。
終
戦
に
よ
り
一
応
そ
の
原
因
も
除
か
れ

た
が
、
農
村
イ
シ
フ
レ
と
供
出
制
度
に
よ
っ
て
隠
回
・

隠
畑
が
増
加
し
、
昭
和
一
一
十
二
年
の
陥
時
農
業
セ
シ
サ

シ
集
計
を
み
て
も
、
調
査
上
は
耕
地
面
積
は
か
え
っ
て

戦
争
中
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
。

次
に
作
物
別
の
愛
遷
を
み
る
と
、
米
は
大
略
全
耕
地

面
積
の
十
五
%
内
外
を
占
め
る
の
み
で
、
こ
れ
は
耕
地

中
畑
よ
り
回
面
積
の
方
が
少
い
こ
と
に
照
応
し
て
い
、

る
。
大
豆
は
大
正
初
期
の
好
況
時
代
に
は
会
耕
地
の
略

四
分
の
一
植
付
け
ら
れ
た
が
次
第
に
減
少
し
、
小
麦
は

戦
争
中
日
除
主
食
代
用
と
し
て
矯
加
し
、
叉
商
品
化
の
進

む
に
つ
れ
裸
麦
の
生
産
が
減
少
し
始
め
て
い
る
。
更
に

燕
麦
は
馬
糧
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
戦
争

中
は
軍
需
用
と
し
て
大
い
に
増
反
さ
れ
た
。
叉
主
食
代

用
の
そ
ば
・
玉
出
伺
黍
・
馬
鈴
薯
等
が
戦
争
点
智
通
じ
て
急



増
し
て
お
り
、
特
に
除
虫
菊
が
軍
需
用
と
し
て
特
に
生
産
さ
れ
、
昭
和
十
八
年
に
は
全
耕
地
の
十
一
二
%
以
上
も
作
付
さ
れ
た
が
、
終
戦
後
は
急
激
に
減
少

L
昭

和
二
一
二
年
に
は
五
五
町
に
ま
で
な
っ
た
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
果
実
の
耕
作
は
堅
実
な
歩
み
を
続
け
余
市
町
に
お
け
る
主
要
な
農
作
物
で
あ
っ
て
、
ハ
そ
の
売
額

は
年
々
農
産
総
価
格
の
約
二
分
の
一
を
占
む
)
次
第
に
漸
増
を
一
示
し
、
特
に
翠
果
は
戦
前
の
二
五
%
前
後
か
ら
戦
後
は
二
八
%
以
上
も
作
付
さ
れ
て
い
る
o
勿

論
こ
れ
は
卒
果
が
一
他
の
回
・
畑
作
物
に
比
し
栽
培
本
数
等
の
関
係
か
ら
所
謂
隠
し
田
が
余
り
き
か
な
い
と
こ
ろ
に
原
因
も
あ
る
が
、
し
か
し
戦
後
の
農
村
イ
シ

フ
レ
を
通
じ
て
主
要
な
位
置
を
占
め
た
。
然
し
実
質
的
に
は
戦
争
中
の
作
付
統
制
に
よ
り
、
強
制
的
に
卒
果
樹
を
き
っ
て
主
要
食
糧
や
一
瓶
一
付
け
よ
う
と
し
、
叉

肥
料
・
器
具
及
び
労
力
の
不
足
に
よ
り
手
入
は
不
充
分
で
あ
っ
た
為
、
実
際
の
作
付
面
積
は
減
少
し
畑
の
荒
廃
は
目
立
っ
て
い
た
。

今
余
市
町
に
お
け
る
平
果
栽
培
状
況
の
愛
遷
を
(
第
五
表
)
考
え
て
み
る
。
勿
論
収
穫
高
は
そ
の
年
の
豊
凶
関
係
に
非
常
に
影
響
さ
れ
る
も
の
で
、
特
に
朗

治
一
一
一
十
三
年
以
来
腐
欄
病
が
狛
獄
し
且
病
虫
害
が
発
生
し
た
為J
大
打
撃
を
受
け
た
が
、
明
治
四
四
年
に
岡
本
技
師
に
よ
っ
て
札
幌
合
剤
が
発
見
さ
れ
一
時
予
防

さ
れ
た
。
然
し
そ
れ
で
は
不
充
分
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
も
麗
#
病
虫
害
や
天
候
不
順
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
は
一
時
的
景
気
が
み
ら

第5表

余市町tt:ゐける卒呆栽培変イt数

年- 次(栽培柑l牧獲高炉常牧量
本 賞 胃

，大正2年 625，000 
// 3 !平 685，000 
ノク 4年 208，333 
/! 5'平 300，000 

/! 6年 460，000 く755町〕 く61.0)
1/ 7年 481，000 
汐 8年 282，000 
ノ少 9年 89，460 357，840 3.99 

グ 10年 241，910 
グ 11年 1，322，700 
グ 12年 530，380 
か 13年 1，200，826 

グ 14守主 96，220 1，200，826 12.49 
昭和元年 96，250 2，310，000 

22460 ... 00う00 2 " 2年 96，239 62う，うう4ノケ 3年 96，245 1，924，900 

ノク 4年 96，750 1，354，500 
411I 2373 98田胆9 D 月ア F年 97，223 4，169，500 

" 6 &.1ミ 97，ラ00 1，267，000 
/1 7勾ミ 97，750 1，671.790 

か 10年 141，478 2，115，148 14.93 
ク 1!!平 95，420 373，030 3.92 
グ 12年 108，130 ¥，333，968 ¥2.32 
/1 13年 ¥68，¥89 1，588，048 9.43 

グ 14年 152，768 2，001，237 
1735 .. 9412 2 6 グ 15年 158，263 944，ラ88

グ 16年 162，095 1，201，632 
汐 17年 162，8721 2，016，0641 12.31 

18今{{!瑚62，8門30 し267，730判{く186.0
グ 19年 (679.2)1 2，716，8401 (399.4) 
グ 20年 (679.2)1 2，716，8401 (399.4) 

。21年 {((666647496.• 227)))| 1 12918，650 〈428.0〉
グ 22年 1，477 ，5001 (222.1) 
グ 23年乞1143101(326.的

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
果
栽
培
の
経
済
的
研
究

大正2-13年く9年栓除<)は余市町統計集

計簿

大正9年、 14年~昭和7主f.{ま余市町郷'土誌

f 11頁
昭和10-18年は余市翠巣検査所調査

昭和19年以降は1948年余市町勢要費に夫キ

よるく 〉内は町及び!l支首軟量。

九



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
果
栽
埼
の
経
済
的
研
究

O 

れ
た
が
、
そ
れ
も
戦
後
の
大
恐
慌
に
よ
り
大
打
撃
を
う
け
、
大
正
九
年
に
は
栽
培
樹
数
も
大
激
減
し
、

E
翌
十
年
に
は
収
穫
高
は
大
正
以
後
現
在
に
至
る
ま
で

の
最
低
値
を
示
し
、
本
当
り
僅
か
二
賞
五
百
匁
伎
の
生
産
で
あ
っ
た
。
か
く
て
翠
果
経
営
農
家
の
没
落
と
集
中
が
み
ら
れ
、
求
果
栽
培
暦
の
採
用
、
薬
剤
撒
布

の
普
及
等
に
よ
っ
て
、
経
営
も
漸
く
軌
道
に
の
っ
て
き
た
o

勿
論
時
に
よ
っ
て
は
相
愛
ら
ず
の
被
害
を
号
け
は
し
た
が
、
昭
和
一
元
年
、
=
一
年
は
栽
培
蓉
果
一
本

当
り
ニ
十
貰
を
超
過
し
、
五
年
に
は
四
二
貫
に
も
及
び
現
在
迄
の
最
高
を
示
し
た
が
、
そ
れ
以
後
は
次
第
に
減
少
し
、
平
均
二
十
貫
に
達
し
た
事
は
な
か
っ

た
。
特
に
栽
培
樹
数
は
昭
和
以
来
漸
場
し
て
い
た
が
、
十
コ
一
年
を
最
高
と
し
て
次
第
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
命
平
泉
収
穫
量
は
他
の
農
産

物
に
比
し
特
に
愛
動
が
甚
だ
し
く
、
こ
こ
か
ら
商
品
生
産
物
の
浮
動
性
が
る
ら
わ
れ
、
こ
の
浮
動
性
を
通
じ
て
経
営
農
家
の
愛
動
が
も
た
ら
さ
れ
る
0
・

第

三

節

調
査
部
落
の
諸
事
情
と
辛
果
経
営
の
特
殊
牝
専
門
化

余
市
町
の
気
候
風
土
は
第
一
節
の
概
観
か
ら
、
卒
呆
栽
培
に
好
適
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
}
般
に
平
泉
栽
培
に
は
高
燥
で
通
気
透
光
何
れ
も
良
好
な
南
西

の
傾
斜
地
が
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
が
、
余
市
町
の
果
樹
園
は
山
田
村
、
下
山
道
、
登
等
比
較
的
平
但
な
る
地
に
行
は
れ
、
集
約
的
関
芸
地
と
し
て
の
価
値
を
も

っ
て
い
る
。
土
債
は
沖
積
層
の
砂
員
一
接
土
が
大
部
分
を
占
め
る
が
、
山
田
村
は
際
居
間
粘
土
で
や
L
異
る
。
こ
れ
か
ら
余
市
平
果
の
発
生
地
で
あ
り
、
且
そ
の
中

心
と
し
て
技
術
・
生
産
の
発
展
に
指
導
的
地
位
を
占
め
た
山
田
村
を
取
上
げ
て
考
察
し
た
い
。
こ
の
山
田
村
は
余
市
川
の
左
岸
に
あ
り
往
時
そ
の
浸
蝕
を
受
け

て
、
地
質
は
三
割
内
外
が
臨
時
土
・
七
割
内
外
が
粘
土
の
混
合
地
で
あ
る
が
、
施
肥
の
工
夫
と
相
候
っ
て
余
市
町
中
で
も
最
も
良
好
な
成
育
?
な
し
、
果
実
の
形

状
、
色
沢
、
風
味
、
品
員
等
叉
優
良
で
あ
っ
て
、
余
市
卒
果
の
大
宗
を
な
し
て
い
る
。
ハ
余
市
町
郷
土
誌
二
一
O
頁
参
照
〉

今
余
市
町
の
昭
和
十
年
に
お
け
る
各
部
落
毎
の
翠
果
作
付
農
家
を
み
る

ι
(第
六
表
)
平
泉
栽
培
全
農
家
は
四
六
三
戸
、
そ
の
う
ち
約
九
五
%
が
黒
川
・
沢

町
・
山
田
・
山
道
に
集
中
し
、
耕
地
総
計
は
六
四
一
町
六
反
七
畝
で
為
る
o

こ
れ
を
経
営
規
模
別
に
み
る
と
、
一
町
以
下
が
全
体
の
四
四
・
七
%
で
半
数
近
く

一一ー
l
四
町
の
中
堅
層
は
十
九
・
二
%
、
更
に
十
町
以
上
経
営
は
僅
か
に
二
一
戸
で
あ
る
o

然
し
卒
呆
経
営
は
非
常
に
集
約
的
で
反
当
生
産
額
が
大
で
あ
る
の
で
、

通
常
二
町
以
上
で
襟
準
農
家
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
各
部
落
別
に
み
る
と
(
番
部
と
市
街
地
は
さ
し
て
重
要
性
は
な
い
の
で
除
外
す
る
)
、
山
田
村
以
外
で

は
一
町
以
下
層
が
四
O
%
以
上
で
あ
り
、
特
に
山
道
は
五
六
・
二
%
で
零
細
農
が
優
勢
を
示
し
、
二
町
以
下
回
聞
は
黒
川
八
三
・
六
%
、
山
道
八
二
・
二
%
、
沢

町
六
九
・
五
Mm、
山
田
五
八
・
四
%
で
あ
っ
て
、
二
町
以
上
の
標
準
農
家
は
山
田
村
が
最
も
割
合
と
し
て
多
い
。
こ
れ
は
一
戸
当
り
の
平
均
奉
果
作
付
面
積
に



く昭和10年〉

部 f各 名 11町 I~ 町 1:町 i3町 i4 町町1~ 町 i lO町 i戸数合計|号地計
以下-2町 -3田!fI-4町~ラ -10町以上 皮〉

.香 18 2 62.0; 

食 黒 61 56 11 140 1，885.3 

山 回 31 2ラ 22 10i 2 96 1，728.2 

μl 選 41 19 8 2 73 

深 町 53 36 19 10 3 128 1，781. 

数 市街地 3 3 一 一
計

1番
li3平鈎

部 90.0 10.0 一 一 100.0 3.1 

比 黒 JJJ 43.6 40.0 14.3 0.7 0.7 0.7 100.0 13.5 

~Ù 国 32.3 26.1 22.9 10.4 6.3 2.1 100.0 18.0 

山 選 56.2 26.0 11.0 2.7 2.7 1.4 100.。 12.2 
禅 町. 41.4 28.1 14.8 5.5 7.8 2.4 100.0 13.9 

率|市街地 50.01 50・0 一 一 100.0: 11.5 

計(…知 14.9i 叫 10∞O叫.

余市町卒果作付反別及戸数表第6表

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
泉
栽
培
の
経
済
的
解
究

つ
い
て
も
み
ら
れ
、
余
市
町
の
一
町
四
反
に
対
し
山
田
村
の
み
が

平
均
以
上
の
一
町
八
反
で
ゆ
ぬ
っ
て
、
こ
れ
ら
か
ら
山
田
村
の
奉
果

経
営
が
他
部
落
に
比
し
て
よ
り
優
れ
て
お
り
、
余
市
町
に
お
け
る

草
果
指
導
の
先
端
に
立
っ
て
レ
る
こ
と
が
察
知
で
き
る
。

今
山
田
村
の
第
一
及
び
第
三
部
溶
を
選
び
、
昭
和
二
四
年
十
二

月
に
行
っ
た
全
戸
調
査
を
基
礎
に
具
体
的
な
卒
呆
経
営
の
内
容
に

つ
い
て
分
析
し
た
い
。

ま
づ
第
一
部
落
と
第
コ
一
部
落
と
で
は
夫
々
発
生
・
成
長
の
過
程

を
具
に
し
経
営
の
発
展
に
相
違
守
生
じ
て
い
る
o
第
一
部
務
総
戸

く余市牢果検査所調査による〉

数
二
二
戸
中
、
旧
会
津
藩
関
係
者
十
二
戸
、
秩
回
団
体
関
係
者
一

戸
、
そ
の
他
十
戸
で
あ
り
、
叉
第
三
部
落
は
総
戸
数
十
九
戸
中
秩

回
団
体
関
係
者
十
二
戸
、
回
会
津
藩
関
係
者
二
戸
、
そ
の
他
五
戸

で
あ
っ
て
、
い
は
ど
第
一
都
港
は
会
津
藩
帰
農
武
士
の
、
第
三
一
部

落
は
秩
田
団
体
の
特
徴
を
よ
り
示
し
て
お
り
、
現
在
も
そ
の
経
営

内
容
が
夫
々
や
L
異
っ
て
い
る
。

既
述
し
た
様
に
、
明
治
四
年
先
づ
旧
会
津
藩
士
が
始
め
て
現
在

地
に
入
地
し
て
開
墾
を
始
め
、
農
耕
に
馴
れ
ぬ
為
大
い
に
難
儀
し

て
い
た
が
、
明
治
十
二
年
秋
田
団
体
が
会
津
団
体
の
も
て
余
し
て

い
た
現
在
地
に
入
植
し
た
。
明
治
十
一
一
一
年
頃
に
始
め
て
卒
果
が
成

熟
し
次
第
に
山
田
村
全
般
に
ひ
ろ
ま
っ
た
が
、
明
治
三
主
年
頃
か



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
平
果
栽
培
の
経
済
的
研
究

ら
の
腐
煉
病
と
病
虫
害
の
た
め
大
打
撃
を
受
け
た
o
特
に
会
津
団
体
の
居
住
地
は
密
集
し
て
い
た
為
翠
果
の
受
け
た
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、
と
り
わ
け
会
津
団

体
の
中
に
は
古
武
士
気
民
の
人
が
多
く
そ
の
対
策
も
不
充
分
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
打
撃
か
ら
簡
単
に
立
上
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
間
を
抜
っ
て
秋
田
団
体
の
方

は
、
農
民
出
身
者
の
み
で
あ
っ
た
の
で
堂
々
と
し
て
卒
果
栽
培
を
始
め
と
す
る
農
耕
に
努
力
し
、
卒
果
の
病
虫
害
対
策
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
の
で
次
第
に
経
営

が
充
実
し
、
大
正
年
代
に
な
る
と
遂
に
生
産
或
は
技
術
指
導
の
先
端
に
立
つ
様
に
な
っ
た
o
現
在
で
は
夫
々
の
相
違
も
年
と
共
に
次
第
に
失
わ
れ
て
き
て
い
る

が
、
そ
れ
で
も
流
石
に
経
蛍
内
容
に
は
臭
っ
た
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。

叉
北
海
道
各
町
村
に
お
け
る
卒
果
栽
培
樹
数
及
び
収
獲
高
を
、
昭
和
十
三
年
に
つ
い
て
み
る

と
(
第
七
表
)
、
栽
培
樹
数
総
計
六
七
万
余
本
中
、
余
市
町
は
そ
の
十
入
・
五
%
で
首
位
、
続

い
て
隣
村
の
大
江
が
十
二
・
四
%
、
こ
の
両
村
で
全
栽
培
樹
数
の
一
一
一

0
・
九
%
を
占
め
、
更
に

豊
平
町
、
江
部
乙
村
を
合
す
る
と
こ
の
四
村
の
み
で
実
に
五
二
・
三
%
の
多
き
に
達
し
て
い

る
。
次
に
収
穫
高
を
み
る
と
、
こ
れ
は
そ
の
年
に
お
け
る
天
候
と
災
害
に
影
響
さ
れ
て
非
常
な

差
を
，
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の
総
生
産
額
は
四
二
八
万
貫
余
で
一
般
的
に
不
作
で

北海道にたける卒果栽培樹数及牧獲高(昭和13年〕

栽)I[I"(培f立I町村名 I栽培樹数 1 牧 獲 高 |本常|順牧畳 f立
1，249，254賞。(29.2ー〕

首

余市町 124，558 Ct8.5) 10.0 

2 大江村 83，420 (12.4) 486，500 ct 1.4) 5.8 5 

3 豊平町 80，587 Ct2.0) 341，515く8.0) 4.2 7 
4 江部乙村 62，872く9.4) 475，120 (11.1) 7.6 4 

5 上初別町 23，930 ( 3.6) 215，370 ( 5.0) 9.0 3 

6 普江村 20，064 ( 3.0) 103.264 ( 2.4) 5.1 6 

7 場毛田f 19，869 ( 3.0) 198，690く4.6) 10.0 2 

北糊合計 16同670，674(α10∞Oω0)パI4，2仰2幻7叩 4(α10∞0ω. 

第7表

生存73貌 67-71J'i.より〉

あ
っ
た
o
こ
の
中
に
あ
っ
て
余
市
町
は
全
収
穫
高
の
約
三
O
%
を
占
め
平
均
収
獲
量
も
最
高
で

あ
る
。
大
江
村
も
こ
れ
に
続
い
て
い
る
が
平
均
収
量
は
は
や
L
落
ち
る
。
然
し
余
市
・
大
江
の

二
町
村
で
収
獲
量
の
四

0
・
六
%
を
占
め
栽
培
樹
数
を
併
せ
考
え
る
と
、
所
謂
「
余
市
リ
シ
ゴ

L-

ハ
大
江
を
含
ん
で
余
市
地
方
産
卒
果
の
意
)
が
北
海
道
平
果
の
大
宗
と
い
わ
れ
る
の
も
、
当

〈北海道統計

然
の
事
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
支
庁
別
の
卒
果
栽
培
状
況
を
第
八
表
に
み
る
と
、
後
志
支
庁
が
全
栽
培
樹
数
の
さ
四
%

余
、
総
収
穫
高
の
約
四
二
%
で
第
一
位
と
な
っ
て
を
り
、
更
に
空
知
・
石
狩
・
網
走
の
三
支
庁

を
合
す
る
と
凹
支
庁
で
北
海
道
卒
果
栽
培
全
樹
数
の
実
に
入
四
・
五
%
、
収
穫
高
で
は
八
八
・

二
%
に
及
び
非
常
な
集
上
度
で
殆
ん
ど
独
占
状
態
に
あ
る
0

・
更
に
こ
れ
そ
余
市
町
に
み
忍
と
'



後
志
支
庁
は
北
海
道
半
果
全
栽
培
樹
数
の
一
一
一
四
・
一
%
、
全
収
獲
高
の
四
一
・
九
%
、
余
市
町
壮
後
志
支
庁
中
栽
培
樹
数
の
五
回
・
四
%
、
収
獲
高
の
六
九
・

七
%
を
占
め
、
北
海
道

l
後
志
支
庁

l
余
市
町
に
な
る
に
従
い
、
愈
々
そ
の
集
中
度
を
ま
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
も
果
が
商
業
的
農
業
と
し
て
次
第
に
特
殊
化

し
、
更
に
専
門
化
し
て
く
る
明
白
な
証
左
と
い
え
る
。

こ
の
卒
呆
集
化
の
傾
向
を
更
に
経
営
農
家
の
面
か
ら
み
る
と
(
第
九
表
)
、
総
農
家
戸
数
に
対
す
る
果
樹
栽
培
農
家
戸
数
比
は
、
後
志
支
庁
十
・
七
%
、

余
市
町
六
二
%
、
更
に
山
田
都
市
冷
(
誠
査

を
行
っ
た
山
田
村
第
一
部
落
及
第
一
一
↑
部
落

く昭和13年〕

支鹿町名 i栽培樹数 牧 獲 高
り牧量

北海道 670，674く100.0) 4.277.814 (100.0) 6.4 

網走支鹿 86，642 (12.9) 501，091く11.7) 5.8 

石狩支巌 118，450 (17.6) 544，336 (12.7) 4.6 

空知支鹿 133，380く19.9) 932，977く21.9)

後志支蝶@ 228，774く34.1) ¥，791，495 (41.9) 7.8， 

余市町⑩ 124，558 C18.5) 

54.4% ω7% 

平呆経営の集中度第8表

67-71頁より〉策73競く北海道統計

北
海
謎
余
市
町
に
お
け
る
率
呆
栽
培
の
総
務
的
研
究

l i吋古来樹岡山農家総|培農家阪の4割以上! 果樹栽培面積

戸数@¥戸数⑩¥B川 i芦豪商苛B¥総計(D)¥1戸蛍DI
北海道l2m74 1 1l，656l | 町| 瓦

後志支隊切ヰ ¥，4判 104 6871472l 131124 9. 
俊市町 l，tt41 6911 6刈 425: 61.61 783.001 11.ヨ
山田開 3司 珂 l叫 37( 川 60.42( 15引
C丙アー一
線 1'部落

巴ご
く昭和22年8月1日臨時農業セy サス集計察・戸粟主り〉

(昭和22年〉平果経営の専門化集中イヒ傾向第9表
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18 

を
総
称
す
。
以
後
山
回
都
溶
と
は
こ
の
意

味
に
用
う
〉
で
は
全
農
家
が
果
樹
栽
培
に

従
事
し
て
お
り
、
次
第
に
そ
の
集
中
化
傾

向
を
示
し
て
特
殊
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
更
に
農
業
収
入
に
お
い
て
果
樹
収

入
が
ど
の
佼
の
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
か

を
、
全
収
入
中
四
割
以
上
が
果
樹
収
入
に

よ
勺
て
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
農
家
の
果
樹
栽

位
畑
農
家
に
対
す
る
比
に
よ
っ
て
み
る
と
、

後
志
地
方
四
七
・
二
%
、
余
市
町
は
半
数

以
上
の
六
一
・
六
%
、
更
に
山
田
部
溶
で

は
突
に
九
七
・
四
%
ハ
一
一
戸
以
外
総
て
υ

で
あ
っ
て
、
区
域
が
小
に
な
る
程
比
率
が

急
激
に
上
昇
し
て
経
柏
市
の
専
門
化
を
如
実



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
平
巣
栽
培
の
総
務
的
研
究

同

に
一
訴
し
て
レ
る
。
叉
果
樹
栽
埼
農
家
ご
戸
当
り
の
平
均
果
樹
栽
培
面
積
は
、
後
志
支
庁
九
反
、
余
市
町
一
町
一
一
民
三
畝
、
更
に
山
田
部
洛
は
・
一
町
五
一
民
九
畝
で

次
第
に
経
信
関
績
を
拡
大
し
て
お
り
、
経
営
内
容
の
充
実
を
物
語
っ
て
い
る
。

猶
こ
の
場
合
で
も
旧
会
津
藩
出
身
者
が
主
体
を
な
す
第
一
部
落
は
、
秋
田
団
体
出
身
者
が
主
体
を
な
す
第
三
部
落
に
比
し
て
、

や
L
経
営
内
容
が
お
と
る
様

で
一
戸
当
果
樹
栽
培
箇
積
も
第
三
部
落
平
均
二
町
五
畝
に
対
し
、
第
三
部
落
は
一
町
一
反
入
畝
に
止
ま
っ
て
い
る
。

然
し
第
一
部
落
は
北
海
道
卒
果
の
い
は
ど
発
生
地
で
、
主
と
し
て
明
治
時
代
に
は
主
要
な
卒
果
生
産
地
と
し
て
「
余
市
リ
シ
プ
」
の
名
声
そ
高
め
た
処
で
あ

り
、
叉
第
三
部
落
は
明
治
末
期
の
病
害
虫
に
よ
る
大
被
害
に
よ
っ
て
「
余
市
リ
ン
プ
」
が
犬
打
撃
を
打
け
た
後
、
そ
の
快
復
に
勉
め
生
産
及
技
術
の
指
導
に
当

つ
て
は
北
海
道
草
呆
の
先
頭
に
立
ち
、
現
在
こ
L
に
北
海
道
大
学
農
学
部
園
芸
試
験
場
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
共
々
現
在
に
お
い
て
も
余
市
町
は
勿
論
北
海
道

の
平
果
経
蛍
に
お
い
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

第

二

章

華

果

栽

培

の

経

醤

責

態

第

節

奉

果

経

営

農

家

の

一
般
的
概
況

先
づ
経
営
口
農
家
の
一
般
概
況
に
つ
い
て
、
経
川
区
耕
地
面
積
広
狭
別
農
家
戸
数
を
み
る
と
(
第
十
表
)
後
志
支
庁

l
余
市
町

l
山
田
部
落
と
下
降
す
る
に
従
い

経
営
規
模
が
い
は
ピ
標
準
化
す
る
こ
と
が
第
一
に
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
五
反
未
満
の
極
少
経
営
は
後
志
支
庁
で
は
全
農
家
の
二
八
・
五
%
で
相
当
高
比
率
を
占

め
、
余
市
町
で
は
十
九
%
で
や
L
減
少
し
て
い
る
が
、
山
田
部
落
で
は
皆
無
。
一
方
五
町
以
上
・
の
大
面
積
経
蛍
は
後
志
地
方
十
六
・
二
%
、
余
市
町
五
・
三
%

に
対
し
、
山
田
部
落
は
こ
れ
叉
皆
無
で
卒
果
の
如
き
単
位
回
積
上
の
集
約
怒
営
で
は
表
面
上
は
耕
地
面
積
が
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
る
o

こ
れ
に
反
し
標
準
的

な
一
町
以
上
か
ら
五
町
未
満
に
か
け
て
は
、
余
市
町
・
山
田
部
溶
に
至
る
程
集
中
度
が
高
ぐ
、
特
に
山
田
部
落
で
は
ご
町
ー
さ
町
層
、
四
一

7
一
%
、
一
ニ
町
l

合
計
し
て
全
農
家
の
七
O
%
以
上
が
こ
の
層
に
固
ま
っ
て
い
る
。
向
山
田
部
落
内
で
も
第
一
二
部
溶
の
方
が
よ
り
標
準
的
で
全
農
家
が
二

l
五
町

経
営
で
あ
り
、
第
一
部
落
と
比
較
し
て
第
一
一
一
の
方
が
経
営
的
に
よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

次
に
自
作
・
小
作
別
農
家
戸
数
分
布
を
み
る
と
(
第
十
一
表
)
、
自
作
農
家
は
全
農
家
に
対
し
後
志
支
庁
で
は
四
三
・
四
%
、
余
市
町
に
な
る
と
半
数
以
上
の
五

五
町
二
九
%
、



〈昭和22年〕

I~ 反 I~ 反 ii町 12町 J3町 I~ 向ー 1 10町! 計
未満 -1岡Irl-2町 -3町~ラ町 -10田f 以上

震
後志支隠 3.863 1，646 1.819 1，5ラ9 2.476 1，898 305 13.567 

余市町 212 152 242 225 224 58 1，114 ! 

山田部落 4 7 16 11 38 

4 7 6 3 20 
数

3部務 10
1 
8 一 18 

):(; 
後志支廊 28.5 12.1 13.4 11.5 18.3 14.0 2.2 100.0 

余市町 19.0 13.6 21.7 20.2 20.1 5.2 0.0 100.0 

山岡部落 10.5 18.4 42.1 29.0 一 一 100.0 

35.0 30.0 100.0 
率

3部晃子 55.6 44.4 一 100.0 

経営規模別農家戸数分布第10表

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
呆
栽
堵
の
経
済
的
餌
究

〈昭和22年〉

村 1自作i削、州、判小作| 計

食後志支催(ラ11型 13.567 

余市町 64 291 1.114 

数山岡部落 3 2 
、
38 

比崎支腹 叫il山 7.2 
36.0 100.0 

余市町 57.91 11.11， 4.9 26.1 100.。
互笹山田部落 94 一 一 5.3 100.。

臨時農業セYサス集計表て戸表より〉

自小作別農家戸数分布第11表

(昭和22年8月11'1臨時農業セシサス集計累・戸票より〉

七
・
九
%
、
更
に
山
田
部
落
で
は
全
農

家
の
殆
ど
大
部
分
の
九
四
・
七
%
ま
で

が
自
作
で
あ
り
、
経
営
が
標
準
化
す
る

ほ
ど
現
在
の
状
況
で
は
自
作
率
が
高
い

こ
と
が
わ
か
る
。
自
小
作
・
小
自
作
を

合
す
る
と
後
志
支
庁
二

0
・
六
%
、
余

市
町
十
六
%
で
あ
っ
て
、
当
時
に
お
い

て
こ
の
率
だ
け
土
地
が
不
充
分
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
廿
人
純
然
た
る
小
作

農
は
後
志
支
庁
で
は
実
に
一
二
六
%
、
余

市
町
は
や
L
下
が
っ
て
二
六
・
一
%
、

山
田
部
落
で
は
僅
か
に
五
・
一
二
%
に
止

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
自
作
率
と
小
作
率

の
逆
比
例
関
係
は
、
集
約
経
営
標
準
化

の
傾
向
を
夫
々
の
正
逆
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。
向
山
田
部
落
の
小
作
農
は
第
一
部

落
に
五
反

l
一
町
層
に
一
戸
ハ
こ
れ
は
純
然
た
る
地
主
の
小
作
)
、
第
三
部
落
の
一
一

〈昭和22.8.1

-
五

i
一
一
一
町
震
に
一
戸
ハ
こ
れ
は
地
主
が
兄
弟
で
あ
っ
て
、
純
然
た
る
小
作
関
係
と

は
考
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
)
あ
る
の
み
で
あ
る
。

最
後
に
専
業
兼
業
別
農
家
戸
数
を
み
る
と
ハ
第
十
二
表
)
、
こ
L

で
も
平
呆
経
営

の
集
約
化
・
標
準
化
の
傾
向
が
現
は
れ
て
い
る
。
即
ち
専
業
農
家
率
は
後
志
支
庁
四

玉:



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
果
栽
培
の
経
済
的
研
究

く昭和22年〉

業 他農業量管業・ I~主笠賃農傍業働主総他農産業業I主従賃農努業働 計

1ft 後志支隠 6，507 ¥，040 ¥，366 3，¥24 ¥，530 ¥3，567 

余市町 698 70 73 203 70 ¥，¥¥4 

数 山阿部務 37 38 

比 後志支隠 47.9 7.6 ¥0.1 23.¥ ¥¥ 3 ¥00.0 

余市町 62.¥ 6.3 6.5 ¥8.¥ 6.3 100.。
$ 山 m部落 97.4 2.6 100.0 

専業兼業別農家戸数分布第四表

一六

七
・
九
%
、
余
市
町
六
二
・
一
%
、
山
田
部
落
九
七
・
四
%
三
戸
を
除
ぎ
)
と
な
っ
て
を
り
、
経
営

の
集
約
化
に
伴
っ
て
専
業
率
も
い
ち
じ
る
し
く
向
上
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
叉
未
だ
農
業
が
主
体
で
ら

る
第
一
種
兼
業
に
つ
い
て
は
後
志
支
庁
十
七
・
七
%
、
余
市
町
十
二
・
八
%
で
あ
り
、
叉
農
業
が
殆
ど

集計葉・戸製より〉

副
業
に
近
い
第
二
種
兼
業
は
、
後
志
支
庁
は
突
に
三
四
・
四
%
、
余
市
町
二
四
・
五
%
に
及
び
、
山
田

部
溶
で
は
僅
か
に
こ
・
六
%
で
あ
る
。
第
一
種
、
第
二
種
に
ぜ
よ
兼
業
は
、
主
と
し
て
農
業
経
営
の
み
で

は
生
活
が
蛍
め
な
い
と
こ
ろ
か
ら
う
ま
れ
る
も
の
で
ハ
農
村
工
業
・
商
業
的
な
も
の
は
一
応
除
〈
)
、

こ
れ
は
特
に
賃
労
仇
を
兼
業
と
す
る
も
の
に
端
的
に
表
わ
れ
る
が
、
こ
の
率
は
後
志
支
庁
一
二
・
四

%
、
余
市
町
十
二
・
八
%
山
田
部
落
な
し
で
あ
る
。

一
方
兼
業
で
も
一
種
・
二
種
に
か
、
き
ら
ず
他
の
産
業
を
経
倍
す
る
も
の
は
、
夫
九
べ
相
応
の
資
本
や
一
必

要
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
兼
業
と
い
ふ
よ
り
は
、
む
し
ろ
企
業
と
い
っ
た
方
が
適
当
で
あ
り
、
こ
の
比

率
は
後
志
支
庁
一
二

0
・
七
%
余
市
町
二
四
・
五
%
、
山
田
部
務
二
・
六
%
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は

〈昭和22.8.1臨時農業センサス

農
学
の
傍
に
農
村
に
お
け
る
ヱ
業
、
或
は
商
業
を
や
白
む
か
、
叉
は
こ
れ
ら
営
業
の
傍
に
営
ん
で
レ
る
も

の
で
主
と
し
て
経
常
一
耕
地
面
積
以
上
の
も
の
が
多
い
。
向
山
田
部
落
の
兼
業
農
家
は
第
一
部
落
の
二
戸

の
み
で
五
反

l
一
町
層
に
属
し
て
、
主
と
し
て
商
業
を
蛍
み
経
常
一
内
容
も
自
給
農
業
の
状
態
で
ゐ
る
。

第
二
節

苧
果
経
営
む
労
仇
構
成

平
果
経
蛍
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
最
初
に
平
呆
栽
培
の
労
的
構
成
に
言
及
し
た
レ
。

先
づ
農
家
の
吠
帯
員
数
及
び
そ
の
中
で
自
家
の
農
業
に
従
事
す
る
者
の
数
を
、
耕
地
経
営
規
模
別
平

均
に
つ
い
て
み
る
と
(
第
十
三
表
)
、
農
家
総
平
均
で
は
一
戸
当
家
族
総
数
及
農
業
従
事
者
は
夫
今
後

志
支
庁
六
・
九
人
、
一
ニ
・
一
人
、
余
市
町
六
・
八
人
、
一
二
・
一
人
、
山
阻
部
落
七
・
二
人
及
び
一
二
・
四



第13表

経営規模別家挨総数及農業従事者平均表 コ内は農業従事者を示す

満I~反向 !2町，3ト i5町-1 判総卒均
5反未 l町未満:，2I!1f未満 3田f末i誌のl 町未満110町未y筒10町以

後志支隊 口0.6)I 7.9(4巾ぷ問削 1)

余市町 6.6(2.5)1 6.4(2.6)1 6.0(2.9): 7.00.3) 7.70.8) 1 8.90.8)117.0(11.7)1 6.80.1) 

I.lH!l部落 ー -15.7く2.5)i7.5C'3.4)i 6.90.2) 8.00の一一← 17K3泊

一-15.7(2.5)1 7.50.4)' 7.30.7) 7.30.3) 一一一一 7.10.3)
部落 一一一一一-;6.7(2.9) 8.2(4.0) 一一一一 7.40.6)

集計表及び戸粟より作成〉

人
で
、
一
般
に
経
径
の
集
約
度
を
ま
ず
に
応
じ
て
夫
々
の
人
数
を
増
加
し
て
ゆ
〈
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ

れ
は
経
営
規
模
別
に
つ
い
て
も
同
様
で
級
品
凸
面
積
が
拡
大
す
る
に
従
い
全
般
的
に
家
族
総
数

1
農
業
従
事

者
数
共
夫
々
増
大
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
も
大
略
に
お
い
て
六
・
五
人
か
ら
七
・
五
人
ハ

家
族
総
数
)
及
び
農
業
従
事
・
者
三
人
か
ら
四
人
の
間
を
上
下
し
、
家
内
自
家
労
仇
の
範
囲
内
に
お
い
て
主

と
し
て
農
業
経
営
一
を
営
む
と
い
う
日
本
農
業
の
特
性
が
一
般
的
に
一
訊
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
向
農
業
経

営
に
お
レ
て
特
に
重
要
な
の
は
農
業
従
事
者
数
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
に
述
べ
た
傾
向
た
と
り
つ
L

も、

( 

日
酔
蛍
規
模
及
び
履
傭
労
灼
更
に
は
他
部
国
へ
の
労
的
支
出
に
よ
っ
て
安
化
を
受
け
て
く
る
。
こ
れ
を
余
市

町
及
山
田
部
落
に
つ
い
て
み
て
も
一
町
未
満
層
で
は
二
・
五
人
前
後
で
あ
る
が
、
一
町
以
上
に
な
る
と
急

に
二
・
九
人
以
上
三
・
九
人
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
わ
か
り
、
標
準
的
な
二
町
以
上
及
三
町
以
上
で
は
、

こ
れ
が
漸
婚
し
て
レ
る
。
叉
山
田
都
市
治
の
二

i
一
一
一
町
層
、
更
に
第
一
部
溶
の
三

t
五
町
層
及
第
三
部
落
の

一一

t
一
二
町
層
に
お
い
て
そ
れ
が
減
少
し
て
レ
る
の
は
、
後
述
す
る
機
械
の
導
入
に
よ
り
労
仇
生
産
力
の
向

上
、
出
同
又
常
傭
及
臨
時
傭
に
よ
る
労
的
力
の
移
入
に
よ
っ
て
、
補
填
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
倫
こ

の
際
同
じ
山
田
村
で
も
第
一
と
第
三
部
落
で
は
や
L
即
時
り
、
農
業
従
事
者
は
平
均
第
一
部
務
で
は
一
ニ
・
三

人
、
第
三
部
溶
で
は
や
L
多
く
て
三
・
六
人
で
、
「
般
的
に
第
三
部
落
の
方
が
経
営
面
積
が
大
き
い
理
由

も
あ
る
が
、
よ
り
集
約
的
で
あ
る
こ
と
が
察
知
で
き
る
。
叉
三
部
洛
二

l
E町
層
で
は
二
・
九
人
で
や
L

〈昭和22.8.1臨時農業セyサス

少
い
の
は
他
の
労
的
に
よ
り
多
く
依
存
し
て
い
る
為
で
あ
る
。

次
に
農
業
常
傭
の
雇
傭
状
況
を
み
る
と
(
第
十
四
表
)
、
農
家
百
戸
当
り
の
農
業
常
属
数
は
後
志
支
庁

一
一
一
・
九
人
、
余
市
町
七
人
、
山
田
部
落
十
八
・
四
人
で
下
に
な
る
経
常
属
労
伐
に
よ
っ
て
集
約
綬
銭
そ
行

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
叉
警
口
規
模
が
大
と
な
る
程
農
業
常
雇
数
(
百
戸
き
が
増
大
し
、
特
に

余
市
町
の
五
町

l
十
町
層
は
殆
ど
二
戸
に
付
き
一
人
の
常
麗
を
必
要
と
し
五
町
以
上
で
は
自
家
労
力
の
み

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
翠
岡
市
栽
培
の
経
済
的
研
究

一
七



第14表 経営規模別農業常雇表

1 5反 !5反~!l町- 12町- /3町- 15田'r- 1.10町 l合計
1 .未満i会Zl2町未満13町未満15町未満i10町未満|以上 |Xは平均

後五三交際 111111 36i 861 1641 1831421 533 
j'f 1 

余山岡市部落町 一1 一一 12! 145 233 27 ーー 78 7 

数 f第 1部洛 一一 31 31 -1 -1 6 

L第 3部落 一一 l 一 一一 1 

比 後志支隠 2.11 Z.li 6.71 16.11 30.8! 34.3! 7.9! 100.0 
余市町 1.31 -1 ラ41 19.21 29.51 34.6 ー 100.0 

山田部務 一一 -1 57.21 42.8 一 一 100.0

率ザl部落 ー -1-j ， ~~.~I ラ0.01 -1 -1 100.0 

l銘 3部落!一一!-ll叫一一一 100C

農常 後志交際.[ 0.3[ 0.7[ 2.21 5.5[ 6.7[ 9.6[ 13.8[ 3.9 

家 余市町 0.51 -1 4.91 6.71 10.31 46.5 ー 7.0 

百庭山岡部溶 ー -[ 25.01 27.2 一 一 18.4 
戸 i
常駿 f第 l部落 ー 50.0[ 100.0 ー|一 九O

出3部落 -1 -/ -1 1ω - -l 寸 5.6 

常雇山田部落 -! -1 -1 1.31 1.5 一 一 1.4 

雇傭
戸 f第 i部務 一一 一 1.51 1.51 ー 1.5

営数ll策 3部落 一一 一 1.0 一 一一 1.c 

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
辛
果
栽
培
の
経
済
的
研
究

く昭和122平8月11=1 臨時農業セシサス 集計表・戸票による〉

i¥. 



経営規模別農業煽時傭入延人員数表

I~ 反 iF|l 町~12 町-13 町15町~|10 町 i 合計
未満 l 町 2 町 3 町ラ町 10町以上 或は
未満未満未満未満未満 卒均

後志交際 2.981 ラ.263 23.18う 38.374 13.736 
2号
余市町 316 908 7，406 12.706 20.138i 7，424 600 

山間部落 133 377 2.633 2.721 

133 377 757 1，184 
数
3部落 1.876 1.537 

後志支底 0.8 3.2 12.7 24.6 32.6 31.9 45.1 16.6 
一
戸 余市町 15 6.0 30.7 56.5 89.8 128.0 600.0 44.5 
営
雇
山岡部落 33.2 53.8 164.3 247.3 153.1 

傍数
33.2 53.8 126.1 394.6 122.5 

第 3部落 187.6 192.1 189.3 

第15表

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
平
泉
栽
培
の
経
済
的
研
究

で
は
全
く
不
充
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
叉
山
田
部
落
の
実
数
は
雇
傭
農
家
五
戸

延
七
人
で
あ
っ
て
、
極
く
労
品
川
力
の
少
い
農
家
の
み
に
み
ら
れ
た
。

次
に
農
業
常
一
尿
よ
り
も
更
に
資
本
主
義
的
性
絡
を
も
っ
て
い
る
農
業
臨
時
傭
は
(

'
第
十
五
表
〉
、
年
間
後
志
支
庁
二
二
万
個
千
余
人
、
余
市
町
四
万
九
千
余
人
、
山
田

部
落
五
千
八
百
余
人
で
あ
り
、
農
家
二
戸
当
り
に
つ
い
て
は
、
夫
々
十
六
・
六
人
、

四
四
・
五
人
、
一
五
一
二
・
一
人
と
上
昇
し
て
を
り
、
経
併
の
集
約
化
に
応
じ
て
臨
時

臨時農業セyサス集計表・戸表より作成〉

傭
数
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
各
経
営
規
模
別

(昭和22.8.1

〈昭和24年〉

\~町 lh円町J11未満 2 町 3 田了 4 町Iラ田f 計
未満未満未満未満

41 10 15 101 2 41 
第 l部落 4 10 5 3 22 

計鋳3部落 10 7 2 19， 

抽出
山田部落 3 6 12 5 2 28 

農 第 l古事務 3 6 4 13 

家 第 3部落 8 ラ 2 lう

経営規模別農家戸数第16表

毎
に
み
て
も
同
様
の
結
果
が
得

ら
れ
、
特
に
山
田
部
落
で
は
そ

れ
が
崎
議
相
し
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
商
品
生
産
的
傾
向
の
特
に

く昭和24.12聴取調査による〉

強
い
果
樹
経
科
目
で
は
、
夏
季
の

袋
掛
及
秋
の
収
獲
に
多
数
の
臨

時
傭
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
わ

か
る
o
叉
第
三
部
務
は
平
均
し

て
第
一
部
落
よ
り
も
多
〈
雇
傭

し
て
を
り
、
第
三
部
落
の
二

l

三
町
層
で
は
特
に
多
〈
、
一
一
一

l

五
町
層
で
は
や
L
少
い
の
は
(

第
一
部
落
に
く
ら
べ
て
)
第
十

九



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
半
呆
栽
培
・
の
経
済
的
研
究

手間替を行う農家数

I~ 町 I~町~12町~四一未満 2町3 田IJI4 I!lJI5町計
未満未満 未満

1'l' 山間部落 3 8 4 2 18 

傍 l部落 11 . 3 4 

塁走 策2部落 一 4 4 2 

調査 ~LJ 岡部落 66.6 80.0 ¥00.0 64.4 
農家
に針 策 1i部溶 100.0 61.5 
する
比主幹 第 3部落 日0.0 80.0 ¥00.0 66.6 

第17表

第

三

節

ニ
O

一
ニ
表
に
み
た
農
業
従
事
者
数
の
多
少
に
相
応
し
て
、
こ
れ
を
補
充
す
る
た
め
に
こ
の
様
な
差
を
生
じ

た
も
の
で
あ
ら
う
。

次
に
手
間
替
を
み
る
が
、
そ
の
前
に
昭
和
二
四
年
十
二
月
に
実
施
し
た
経
蛍
実
態
調
査
に
お
い

〈
、
総
計
四
二
戸
中
直
接
聴
取
を
行
っ
た
二
八
戸
を
抽
出
し
て
み
る
。
こ
れ
ら
の
経
蛍
規
模
別
分
布

く昭和24.121'1:態調査による〉

は
第
十
六
表
の
如
く
で
あ
る
が
、
第
三
部
落
は
す
べ
て
が
二
町
以
上
で
あ
り
第
一
部
落
は
よ
り
小
経

蛍
が
多
い
o
こ
れ
ら
の
中
か
ら
経
常
口
規
模
別
に
表
の
如
く
聴
取
調
査
を
行
っ
た
二
八
戸
を
抽
出
し
、

こ
の
中
手
間
替
を
行
う
農
家
数
を
第
十
七
表
に
つ
い
て
み
る
と
、
山
田
部
務
で
は
平
均
六
六
・
六
%

の
農
家
が
薬
剤
撒
布
・
袋
掛
等
に
手
間
替
を
行
っ
て
を
り
、
こ
れ
は
経
常
一
地
が
大
と
な
る
に
応
じ
て

次
第
に
割
合
を
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
は
一
般
的
に
大
経
蛍
程
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
労
仇
を
使
間
し
て

経
蛍
内
容
の
向
上
を
は
か
つ
て
い
る
こ
と
が
察
知
で
き
る
。

最
後
に
部
落
よ
り
の
労
仇
の
支
出
を
み
る
と
、
専
業
農
家
が
多
い
為
に
出
隊
等
に
よ
っ
て
賃
労
的

化
し
て
い
る
も
の
は
一
戸
も
見
ら
れ
ず
、
経
蛍
が
非
常
に
専
業
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

経

営

土

地

と

作

付

構

成

続
い
て
奉
呆
栽
培
農
家
の
経
営
土
地
と
作
付
構
成
に
つ
い
て
論
求
し
た
い
が
、
こ
れ
以
後
の
各
節
に
お
い
て
は
先
に
直
接
聴
取
調
査
そ
行
っ
た
一
一
一
一
一
問
中
第

十
八
表
の
如
く
十
五
戸
を
抽
出
し
こ
れ
を
基
礎
に
し
て
い
き
た
レ
。

先
づ
抽
出
農
家
の
耕
地
内
容
に
つ
い
て
第
十
九
表
を
作
成
し
て
み
る
と
、
耕
地
は
水
田
皆
無
で
畑
の
み
に
依
存
し
完
全
に
叡
売
農
業
化
し
て
い
る
。
叉
自
・

小
作
地
別
に
つ
い
て
は
抽
出
農
家
数
が
や
L
少
い
の
で
特
殊
例
が
混
入
す
る
憂
い
が
あ
る
が
、
概
し
て
経
営
規
模
大
な
る
程
自
作
率
が
大
で
あ
り
、
一
ニ
町
以
下

で
は
小
作
に
よ
ら
な
け
れ
ば
土
地
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
卒
果
栽
培
の
標
準
経
蛍
と
し
て
は
少
く
と
も
二
・
五
町
更
に
三
町
以
上
が
必
要



で
ら
ろ
う
と
思
う
。

次
に
各
農
家
の
作
付
面
積
内
容
に
つ
い
て
各
規
模
別
よ
り
一
戸
づ
L
を
選
ん
で
そ
の
構
成
を
第
二
十
表
で
み
る
と
、
大
路
の
傾
向
で
は
あ
る
が
余
市
町
平
均

に
比
し
て
稲
作
割
合
は
皆
無
で
、
殆
ど
主
食
は
購
入
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
察
知
で
き
る
。
叉
麦
類
、
馬
鈴
薯
・
雑
穀
・
競
菜
類
は
大
部
分
が
余
市
町
の
平
均

率
以
下
で
殆
ど
純
然
た
る
自
家
副
食
消
費
に
の
み
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
果
樹
作
付
割
合
は
最
低
で
も
全
作
付
面
積
の
六
五
%
で
、
大
部
分
は
そ
れ

以
上
、
更
に
は
八
O
%
を
超
過
し
余
市
町
平
均
を
二
倍
か
ら
そ
れ
以
上
の
割
合
を
示
し
て
い
る
。
倫
一
町
未
満
層
で
果
樹
作
付
が
八
一
二
一
%
で
、
こ
の
中
の

最
高
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
般
に
経
営
規
模
が
特
に
小
さ
い
(
こ
の
例
は
八
反
)
の
で
、
そ
れ
に
応
長
て
主
要
作
付
農
作
物
た
る
果
樹
の
比
率
が
上
昇

し
た
も
の
と
息
は
れ
る
。
一
般
的
傾
向
と
し
て
経
償
規
模
の
拡
大
に
応
じ
て
、
果
樹
栽
培
面
積
比
は
大
と
な
り
、
又
作
付
農
作
物
の
品
種
も
豊
富
と
な
り
、
一

W
N
J
l
l
サ
引
っ

1
1
0
0

1
 

計

数家農出f出第18表

山岡部落

第 i部落

第 3部落

平均一戸当耕地状況

3町~lh未満 2 町 3 町 4 町 5 田f 計
未満未満 未満未満

回

畑 6.9 lラ.3 28.8 31.9 41.5 255 

計 6.9 15.3 28.8 31.9 41.5 25.5 

自作地 6.9 7.7 27.8 31.9 41.5 23.6 

小作地 7.6 1.0 1.9 

言十 6.9 15.3 28.8 31.9 415 2ラ.ち

第}fl表

北
海
諸
余
市
町
に
お
付
る
率
呆
裁
培
の
経
済
的
研
究

く昭和24.12資態調査戸慕による〉

C%) 経営規模別作付構成割合

!ょzlfElzilZ長時間
第20表
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北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
果
裁
培
の
経
済
的
研
究

く本〉

IAA ~I~ 町 IJト 2 町 l3 町~|4 町:1種類未満 2 町 3 満町 4 町 5 町計
未満未 未満米満

リシゴ 75 186 375 453 237 
1'r 
十 ユ〆 40 91 122 148 89 

7'ドウ 27 50 76 82 48 

その他 2 2 
数
計 115 207 327 574 685 375 

リコ/コ、 65.2 63.7 57.0 65.4 66.2 63.0 
比
ナシ 34.8 22.3 27.8 21.3 21.6 23.6 

フeドウ
、

13.0 15.2 13.2 12.0 13.1 

そのf山 1.0 0.2 0.3. 
主事
計 100.0 '100，0 100，01 100.0 100.0 100.0 

方
規
模
の
縮
少
に
応
じ
て
作
付
農
作
物
の
品
種
も
単
純
化
し
て
い
る
。

次
に
果
樹
の
作
付
内
容
に
つ
き
、
余
市
税
務
署
作
成
の
農
地
調
査
表
(
昭
和
二
四

年
実
施
)
に
基
づ
い
て
、
先
づ
第
一
一
一
表
を
誘
導
し
て
み
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
調
査

農
戸
全
平
均
し
て
卒
果
二
三
七
本
、
梨
八
九
本
、
葡
萄
四
入
本
、
計
三
七
五
本
を
栽

農地調査戸票より作成〉

培
し
て
お
り
、
叉
経
包
規
模
別
で
は
経
営
面
積
の
大
と
な
る
程
当
然
と
は
い
い
な
が

ら
各
果
樹
の
栽
培
数
が
夫
々
一
率
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
応
一
定
比
を
も
っ

て
、
平
果
、
梨
、
葡
萄
の
殺
培
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
全
平
均
で
は

全
体
の
六
三
%
が
卒
果
、
更
に
二
三
・
六
%
が
梨
、
十
三
・
一
%
が
葡
萄
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
比
率
は
大
略
に
お
い
て
各
規
模
別
を
み
て
も
略
同
位
で
、
や
L
経
蛍
の

拡
大
に
応
じ
て
卒
果
栽
培
率
が
上
昇
す
る
程
度
で
あ
る
。
但
し
二
町
l
一
一
一
町
層
は
こ

れ
の
例
外
で
率
泉
が
少
い
代
り
に
梨
を
も
っ
て
補
っ
て
い
る
。
又
栽
培
技
術
に
や
L

手
の
か
L
る
葡
萄
に
つ
い
て
は
、
一
一
町
味
満
層
で
は
栽
植
し
て
い
な
い
の
が
み
ら
れ

る
。
命
こ
れ
に
よ
っ
て
も
一
般
的
に
翠
果
は
果
樹
栽
培
の
六
一
二
%
前
後
を
占
め
、
室

一戸平均果樹栽培内容数第21表

〈昭和24

要
な
農
産
物
た
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
こ
の
卒
呆
に
つ
い
て
、
品
種
別
の
栽
培
内
容
を
経
営
規
模
別
に
第
一
一
一
一
表
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
る
o

最
初
に
全
平
均
に
つ
い
て
は
一
一
戸
当
り
一
一
一
一
一
七

本
中
、
そ
の
四

0
・
九
%
は
国
光
ハ
挽
熱
種
)
で
最
大
を
占
め
、
紅
玉
(
時
限
黙
種
)
が
や
L
お
も
て
十
二
・
七
%
、
更
に
旭
ハ
中
熱
種
)
が
十
一
%
、
祝
ハ
中

熱
種
)
が
八
・
九
%
と
続
き
、
緋
之
衣
(
晩
熟
種
)
五
・
九
%
、
印
度
・
ヂ
リ
シ
ヤ
ス
の
高
級
品
が
夫
今
回
・
六
%
、
四
・
ニ
%
を
占
め
晩
黙
の
鳳
鳳
卵
と
育

竜
が
夫
三
一
・
五
%
、
二
-
一
%
で
あ
り
、
更
に
早
熟
種
の
紅
魁
は
僅
か
に
二
・
一
%
で
あ
る
o

従
前
余
市
産
卒
果
で
は
緋
之
衣
が
王
座
を
占
め
、
裁
培
当
初
よ
り
の
歴
史
を
も
っ
て
風
味
・
色
沢
・
外
観
共
に
他
の
追
随
を
許
さ
ず
、
余
市
十
九
号
と
し
て

そ
の
声
価
を
馳
せ
た
の
で
あ
る
が
、
大
粒
で
あ
る
だ
け
に
収
量
が
少
な
く
一
般
の
需
要
に
は
む
か
な
い
。
続
い
て
紅
玉
が
貯
蔵
に
耐
え
輸
出
品
と
し
て
の
努
条



第22表 率果品種別経営規模別栽培本数 くl戸平均〉

北
海
道
余
市
町
に
e

お
け
る
時
中
泉
裁
培
の
総
済
的
研
究

線 )1町未満il 町 ~i2 町 ~I3 町 ~I4 町;;;1平 均
2町未満 3田丁未満 4町未満 5田T未満

関光 (49貌〉 26 43 75 157 211 97 

紅玉 (6貌〉 8 26 53 68 30 

3安
旭 3 38 12 47 38 巴26

親 (14貌〉 12 14 23 22 32 21 

緋之衣C19競〉 20 4 15 19 10 14 

(:0 J 度 2 ラ ラ 25 26 lt . 
デリシヤス類 5 17 8 12 10 

嵐l量l卵く3貌〉 13 19 6 

幸了魁 (58貌〉 3 13 4 2 5 

背能く9貌〉 4 3 4 15 ラ

塁主
そ の、他 5 15 22 19 13 

メ'"ヨh 計 75 196 378 237 

関 .光 34.7 32.6 46.7 .40.9 

高E 玉 10.7 13.3 14.0 15.0 12.7 
比

旭 4.0 28.8 6.6 12.4 8.4 11.0 

税 16.0、 10.6 11.7 5.8 7.1 8.9 

移F 之 衣 26.7 3.0 7.7 5.0 2.2 5.9 

1'11 度 2.7 3.8 2.5 6.6 5.7 4.6 

デリシヤス主司 3.8 8.7 2.1 2.7 4.2 

鳳 風 !is 0.8 0.5 3.4 4.2 2.5 

事1 魁 4.0 9.8 1.1 0.4 2.1 

背 青島 1.5 1.1 3.3 2.1 
率 . 
そ の. 11也 3.8 I 7.7 5.8 4.2 5.5 

メ~入z 計 100.0 100.0 100.0 I 100.0 100.0 i 100.0 

く軍位は本及び% 昭和24年農地調査戸票より作成〕



北
海
遺
余
市
町
に
お
け
る
平
泉
栽
培
の
経
済
的
研
究

二
回

件
を
備
え
、
且
風
味
の
安
ら
ぬ
上
に
豊
産
で
経
演
的
で
あ
る
点
か
ら
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
こ
の
二
者
が
余
市
町
平
果
の
双
田
町
一
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
続
い

て
国
光
・
鶴
之
卵
・
寅
竜
・
甘
露
・
鳳
風
卵
・
白
竜
・
青
竜
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
更
に
当
初
は
主
と
し
て
早
期
の
市
場
販
売
を
目
当
に
し
た
平
熱
種
が
優

勢
で
あ
っ
た
が
、
青
森
平
岡
武
の
興
隆
と
共
に
平
熱
種
に
対
抗
で
き
な
く
な
り
、
色
々
の
品
種
愛
還
を
緩
て
晩
熟
種
・
中
熟
種
が
全
体
の
九
O
%
内
外
を
占
め
る

様
に
な
り
、

更
に
大
正
年
代
よ
り
印
度
・
デ
リ
シ
ヤ
ス
・
プ

1

ル
デ

y
t
T
リ
シ
ヤ
ス
等
の
優
良
外
来
口
問
糧
が
次
第
に
採
縞
さ
れ
、
一
般
需
要
者
の
要
求
・
価
格

・
産
額
・
貯
蔵
性
の
諸
条
件
か
ら
品
種
陶
汰
が
行
は
れ
、
現
在
で
は
調
査
農
家
の
例
h
み
る
如
〈
、
挽
熱
種
の
国
光
が
首
位
に
な
り
、
続
い
て
同
じ
〈
紅
玉
、

中
熱
種
の
旭
、
祝
等
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
全
平
均
で
も
晩
熟
種
は
大
略
六
四
%
、
中
熟
種
は
約
二
O
%
、
印
度
・
デ
リ
シ
ヤ
ス
績
は
八
・
八
%
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
品
積
と
そ
の
比
重
の
安
遊
を
み
て
も
、
商
品
生
産
と
し
て
市
場
飯
売
に
所
応
ず
る
平
果
栽
培
の
特
殊
性
が
察
知
で
き
る
。

向
こ
れ
を
総
蛍
規
模
別
に
み
る
と
、
一
町
以
下
層
で
は
栽
培
品
積
も
よ
り
単
純
化
し
て
お
り
、
且
現
在
余
り
振
わ
な
い
緋
之
衣
が
依
然
と
し
て
国
光
に
次
い

で
主
要
な
割
合
を
占
吟
て
い
る
。
叉
印
度
は
平
均
以
下
の
一
了
七
%
で
デ
リ
シ
ヤ
ス
類
は
皆
無
で
あ
り
、
旦
田
T
熟
種
の
紅
魁
が
平
均
以
上
の
殺
植
率
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
卒
果
栽
培
に
は
首
木
か
ら
結
笑
ま
で
に
十
年
以
上
を
必
要
と
し
、
且
固
定
資
本
に
も
相
当
の
出
費
が
必
要
な
の
で
、
や
L
小
経
営
に
は
一
般
の
傾
向

に
直
ち
に
限
瓜
し
か
ね
る
と
こ
ろ
か
ら
、
か
L
る
状
況
を
一
示
す
・
も
の
で
あ
る
。
次
に
一

l
二
町
層
は
主
と
し
て
農
業
に
専
念
す
べ
き
経
常
で
あ
り
な
が
ら
、
ゃ

L

耕
地
の
不
足
か
ら
充
分
な
運
営
戸
を
行
え
な
い
者
が
多
く
、
こ
の
た
め
に
な
る
べ
〈
平
〈
生
産
物
を
現
金
化
す
る
必
要
に
特
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

は
表
中
に
お
い
て
字
熟
樋
の
紅
魁
が
九
・
八
%
、
中
熟
種
の
旭
、
祝
計
一
一
一
九
・
四
%
の
栽
培
率
に
よ
っ
て
も
う
か
が
わ
れ
、
こ
の
様
に
各
規
模
別
捜
家
群
中
で

皐
・
中
割
問
崎
慨
に
依
存
す
る
割
合
が
最
大
で
ら
り
、
旦
晩
熟
穐
で
あ
り
従
来
余
市
苓
果
の
、
主
要
品
衛
で
・
ら
っ
た
紅
去
の
栽
培
に
は
全
然
手
が
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
も
そ
の
性
絡
の
一
端
を
知
り
う
る
o
続
い
て
こ
町
以
上
に
な
る
と
経
営
一
規
模
の
拡
大
に
応
じ
て
、
晩
熱
穐
の
国
光
、
紅
玉
へ
の
依
存
度
を
ま
L
、
特

に
国
光
の
如
き
は
凹
O
%
前
後
か
ら
約
五
O
%
近
く
ま
で
に
及
び
、
殆
ん
ど
独
占
化
の
状
態
。
に
達
し
て
い
る
。
中
熟
穏
の
旭
・
祝
は
十
八
%
台
か
ら
十
五
%
で

や
L
減
少
し
、
更
に
早
熟
種
の
紅
魁
は
察
予
た
る
胃
も
の
で
あ
り
、
印
度
・
デ
リ
シ
ヤ
ス
類
の
優
良
品
種
は
入
%
前
後
を
占
め
、
夫
々
有
利
な
商
品
生
産
者
の
位

置
を
市
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
o

か
L
る
優
良
品
種
の
高
率
栽
培
も
決
し
て
全
農
家
が
一
率
に
行
い
え
る
も
の
で
は
な
〈
て
、
相
当
程
度
の
資
本
・
労
仇
・

技
術
そ
必
要
と
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
か
ら
も
商
品
生
産
に
お
け
る
犬
経
常
の
優
位
性
が
察
知
で
き
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
半
果
の
樹
令
別
が
い
か
な
る
割
合
に
な
っ
て
い
る
か
を
第
二
一
二
表
に
よ
っ
て
み
る
と
、
全
戸
平
均
で
は
幼
木
が
七
・
四
%
、
中
木
十
一
一
・
四
%
、
成



第~3表

樹令別・経営規模別卒果栽培本数 く1戸卒均〉

I~ 町 (1 町123I33lfl未満 2 町 3 lIlJi4 町会卒均I
未満未未 満

R11皿 1J中木 22.31 30.61 63.01 

成木 51.0: 25.61 43.01 185.61 326.0 

星空老 木 24.01 7ヲ.01 92.61 93.01 114.ぅ

計 75.51 132.01 196.01 374.21 452.5 

幼木 0.71 3.81. 15.21 8.71 -1 
比・
中木ー 16.91 15.61 16.81 2.7 

成木 67.61 19.41 21.91 49.61 72.1 

老-木 31.71 59.91 47.31 24.91 25.2 

(…lー幼木…ぃ
IjJ木、 16-36年心もの成木、 36年以上のも心を老j

木としでvる。 I
昭和124年余市税務署農地調査戸察による / 

木
四
六
・
五
%
、
老
木
一
二
五
・
七
%
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
余
市

税
務
署
が
所
得
税
算
定
の
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
・
あ
る
か
ら
、
各

農
家
が
実
際
そ
の
ま
L

を
申
告
し
た
か
YL
う
か
が
危
ぶ
ま
れ
、
恐

ら
〈
税
算
定
そ
な
る
べ
く
軽
減
す
る
た
め
に
成
木
・
中
木
を
実
際

以
下
に
少
く
し
、
幼
木
・
老
木
を
実
際
以
上
に
算
定
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
、
一
応
の
割
合
は
祭
知
で
き
る
の
で
こ

れ
に
依
っ
た
。
島
問
幼
木
は
樹
令
七
年
以
下
の
も
の
で
あ
っ
て
未
だ

充
分
な
る
結
果
期
に
な
っ
て
な
い
も
の
、
中
木
は
樹
令
八
年
l
十

五
年
で
漸
く
結
凶
末
期
に
入
っ
て
生
産
の
や
L

上
る
も
の
、
成
木
は

樹
令
十
六

l
三
六
年
で
侵
盛
期
に
入
っ
て
生
産
の
最
も
あ
が
り
、

主
要
な
卒
果
生
産
を
な
す
'
も
の
で
あ
り
、
老
木
は
樹
令
三
六
年
以

上
を
経
過
し
、
既
に
盛
果
期
4v-過
ぎ
て
生
産
の
落
ゆ
り
か
L
り
老
衰

期
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
こ
れ
を
経
営
規
模
別
に
み
る
と
、
一
町
未
満
層
で
は
幼
木
僅

か
0
・
七
%
、
中
木
皆
無
、
成
木
六
七
・
六
%
、
老
木
一
一
二
・
七
%
で
あ
っ
て
、
十
年
位
経
つ
と
成
木
の
補
充
き
か
ず
に
老
木
が
非
常
に
多
〈
な
る
と
い
っ
た

危
険
な
状
態
を
示
し
、
資
本
・
技
術
の
不
備
か
ら
充
分
な
経
営
の
行
い
え
な
い
こ
と
を
諮
っ
て
い
る
。
次
に
一
町
|
一
一
町
層
で
は
一
応
各
区
分
共
揃
っ
て
ゐ
る

が
、
成
木
は
平
均
以
下
で
あ
っ
て
老
木
が
六
O
%
に
も
及
び
、
第
二
二
表
で
古
い
品
種
に
多
〈
依
存
し
て
い
た
こ
と
と
符
号
す
る
の
で
あ
り
、
こ
k

で
も
や
L

将
来
行
き
な
や
み
の
感
が
あ
る
。
又
一
一
|
一
一
一
町
層
で
は
幼
・
中
木
共
に
十
五
%
以
よ
で
将
来
性
が
あ
る
が
、
現
在
は
成
木
が
や
ミ
不
足
で
老
木
に
至
つ
て
は
四

七
%
余
で
あ
っ
て
、
標
準
的
経
営
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
更
に
一
二
1
l
四
町
層
に
な
っ
て
始
め
て
成
木
が
全
体
の
四
九
・
六
%
を
占
め
、
幼
・
中
木
も
適
当
な
比

率
で
あ
っ
て
、
や
L
合
理
的
経
蛍
と
考
え
う
る
。
最
後
に
四

i
五
町
屡
に
お
い
て
は
幼
木
皆
無
、
中
木
二
・
七
%
、
成
木
七
二
・
一
%
で
最
高
率
を
一
示
し
、
徹

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
巣
栽
培
の
経
済
的
研
究

二
五



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
果
栽
培
の
絞
済
的
研
究

一ー
ムノ、

底
的
に
卒
呆
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
幼
・
中
木
の
不
足
が
将
来
に
対
し
て
や
L
不
安
を
感
ぜ
し
め
る
が
、
資
本
・
技
術
の
優
位
性
か
ら
適
当
に
対

処
し
て
い
く
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
樹
令
別
構
成
か
ら
も
、
よ
り
経
蛍
の
犬
な
る
程
有
利
な
条
件
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第

四

節

経

営

資

本

と

生

産

物

処

理

の

諸

条

件

先
づ
経
営
一
規
模
別
の
家
畜
飼
養
数
に
つ
い
て
第
二
四
表
を
み
る
と
、

糞
尿
及
び
運
搬
に
用
い
ら
れ
る
程
度
で
・
あ
る
が
、
馬
の
み
に
つ
い
て
は
全
平
均
二
戸
に
付
き
一
頭
の
割
合
に
分
布
し
一
町
未
満
は
飼
養
せ
ず
、
一

i
二
町
田
胞
は

さ
戸
に
付
き
一
一
鎖
、
二

l
一
一
一
町
層
は
五
戸
に
付
き
一
ニ
頭
、
一
ニ
1
l
四
町
層
で
は
二
戸
毎
に
一
一
娘
、
四
町
以
上
で
は
各
戸
が
所
有
し
て
い
て
、
一
般
に
経
営
規
模
が

大
と
な
る
に
応
じ
て
一
戸
平
均
の
馬
飼
養
数
は
増
加
し
こ
L
に
お
い
て
大
経
営
の
優
位
性
が
み
ら
れ
る
。
牛
は
主
と
し
て
午
乳
販
売
を
対
象
と
し
て
ゐ
る
も
の

で
、
二

l
一
一
一
町
同
居
中
に
ご
戸
で
こ
頭
飼
養
し
て
い
る
の

くl戸平均〉

0.5 

0.1 

家畜銅養数

I4ZFihFAl;町;¥平均
i1 -1 オ::|セ 1~1

第::4表

( 1戸卒均〉

カルチベーター

|4zlfi11rilri|Zi 
rz動tl二l:l

1.51 

1.0 

1.0 

1.0 

0.8 0.6 

農機具分布表第~5表

一
般
に
卒
果
生
産
に
お
い
て
家
富
田
労
仇
は
主
要
な
地
位
を
占
め
ず
、

せ
い
ぜ
い
耕
起
、

可
J

川
叫

io

l

l

l

 
1.01 

1.5 

1.01 

1.6 

0.6 

0.3 

1.3 

0.3 

1.2 

0.6 

1.6 

0.2 

0.4 

0.2 

0.6 

0.6 

1.0 1.0 

ウ

.if.Jl 抜・ ;JI'戸

7' ラ

>、 τァ

み
で
あ
る
。

次
に
、
資
本
構
成
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
農
機

〈昭和24.12 調査戸票より〉

具
で
は
(
第
二
五
表
)
、
石
油
発
動
機
は
二
町
以
上
市
に

は
各
戸
に
一
台
以
上
を
保
有
し
、
カ
ル
チ
ベ

1
夕
、
ハ

ロ
I
等
余
り
作
業
に
時
期
を
急
が
な
い
も
の
は
、
二
戸

に
付
一
戸
以
上
持
っ
て
い
る
。
然
し
こ
れ
ら
も
経
営
口
規

模
別
に
よ
っ
て
非
常
に
異
な
り
経
営
が
拡
大
す
る
に
応

じ
て
所
有
農
百
円
数
も
増
加
し
、
特
に
噴
霧
器
で
は
莫
大

な
資
本
を
必
要
と
す
る
定
置
式
は
一
一

l
一
一
一
町
層
に
僅
か

に
一
戸
、
四
町
以
上
層
に
な
っ
て
始
め
て
各
一
戸
所
有
と

な
っ
て
い
る
。
噴
霧
器
に
よ
る
薬
剤
徹
布
は
病
虫
害
駆



除
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
撒
布
期
日
は
一
日
を
も
争
う
た
め
に
各
農
営
利
共
主
力
を
注
い
で
い
る
。
し
か
も
こ
の
噴
霧
器
の
方
式

に
よ
っ
て
収
穫
に
大
影
響
が
あ
る
の
で
、
よ
り
効
力
の
高
い
動
力
式
の
方
が
手
押
式
よ
り
も
有
利
で
あ
り
、
一
史
に
ガ
1
デ
シ
・
パ
イ
プ
に
よ
る
定
置
式
は
最
も

理
想
的
な
も
の
で
あ
る
o

従
っ
て
こ
の
噴
審
器
の
方
式
に
よ
っ
て
大
略
そ
の
経
営
の
規
模
が
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
L
で
も
大
経
営
で
φ

め
る
程
有
利
な
事

が
知
ら
れ
る
o
次
に
堀
抜
井
戸
で
ゆ
め
る
が
、
こ
れ
は
平
舷
の
際
に
水
の
補
給
を
す
る
場
合
附
近
を
流
れ
る
余
市
川
に
よ
っ
て
行
え
ば
、
余
市
湾
か
ら
の
塩
水
の

流
入
に
よ
っ
て
逆
に
作
物
に
害
を
与
へ
る
た
め
に
、
そ
れ
に
備
え
て
掲
抜
井
戸
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
非
常
な
資
本
を
必
要
と
し
、
叉
、
こ
れ

の
存
否
が
不
時
の
際
に
竿
果
栽
培
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
規
模
別
に
み
る
と
こ
町

l
一
一
一
町
層
で
五
戸
に
一
個
、
三
!
四
町
層
で
は
コ
一

戸
に
つ
き
一
個
、
四
町
以
上
層
で
始
め
て
各
一
戸
毎
に
所
有
し
、
経
蛍
の
大
な
る
穏
優
位
に
あ
る
o
侍
こ
れ
ら
の
農
磯
具
体
系
に
つ
い
て
も
、

最
低
必
要
な
手
押
噴
霧
器
が
一
台
と
い
う
貧
弱
さ
で
あ
る
が
、
経
営
が
大
と
な
る
程
整
備
し
四
町
以
上
に
な
っ
て
始
め
て
全
部
が
揃
っ
て
い
る
。

次
に
中
耕
・
除
草
回
数
を
み
る
と
、
一
町
以
下
層
で
は
年
間
四
|
六
回
、
一

l
二
町
層
コ
一
|
六
回
、
二
|
一
一
一
町
膚
一
一
一
1
l
五
回
、
コ
一
1
1
四
町
膚
コ
一

l
六
回
位
、

四
町
以
上
で
は
五
・
六
聞
か
ら
十
四
位
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
は
直
接
的
に
は
直
ち
に
生
産
力
に
は
影
響
は
な
い
様
で
あ
る
が
、
栽
培
管
理
上
の
問
題
を
含

ん
で
い
る
。
大
略
四
町
以
下
で
は
各
層
と
も
一
一
一

l
六
回
位
で
あ
る
が
、
四
町
以
上
に
な
る
と
更
に
綿
密
と
な
っ
て
十
四
位
に
な
る
o

叉
病
虫
害
駆
除
・
予
防
上
重
要
な
薬
剤
撒
布
回
数
で
は
、
一
町
以
下
四

l
五
回
、
一
ー
l
二
町
層
五

l
六
回
、
二
ー
一
一
一
町
層
五

i
六
回
が
主
で
あ
る
が
中
に
は

七
l
入
回
行
う
農
家
も
ら
り
、
更
に
一
一
一

l
四
町
層
で
は
五
!
七
・
入
回
、
四
町
以
上
に
な
る
と
入
・
九
回
か
ら
十
一
.
回
位
迄
行
っ
て
い
る
。
薬
剤
撒
布
の
回
数

の
多
い
程
病
虫
害
駆
除
予
防
に
功
の
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
与
で
も
経
営
の
大
き
て
な
る
程
栽
培
管
理
が
周
到
で
優
位
に
立
っ
て
い
る
こ
と
の
一

斑
が
知
ら
れ
る
o

-
町
以
下
層
で
は

次
に
生
産
平
泉
の
処
理
状
況
を
第
二
六
表
に
み
る
と
、
金
平
均
で
は
生
産
物
の
約
六
五
・
四
%
が
商
品
化
さ
れ
、
そ
の
中
協
同
組
合
を
利
用
す
る
の
が
全
産
・

額
の
一
二
・
六
%
、
商
人
に
売
却
す
る
の
が
コ
二
・
六
%
、
農
産
加
工
に
出
す
も
の
が
十
二
・
一
%
と
な
っ
て
い
る
。
協
同
組
合
を
利
用
す
る
の
が
殆
ど
二
町

以
上
層
に
な
っ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、
叉
未
だ
に
個
人
商
人
に
依
存
す
る
割
合
が
相
当
高
い
の
は
、
協
同
組
合
に
お
け
る
資
金
難
が
作
用
し
て

直
接
現
金
の
入
手
し
易
い
商
人
に
売
却
す
る
為
で
あ
る
。
農
産
加
工
に
出
す
も
の
は
主
と
し
て
等
外
品
・
傷
物
-
P
ズ
平
果
専
の
廃
果
で
あ
っ
て
、
戦
前
は
主

に
地
中
は
埋
め
た
り
河
川
に
技
棄
し
た
事
が
多
か
っ
た
が
、
農
産
加
工
処
理
工
場
が
設
け
ら
れ
る
に
従
っ
て
こ
の
方
に
商
品
化
さ
れ
て
い
る
。
叉
商
品
化
率
は

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
泉
栽
培
の
経
済
的
研
究

で一七



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
平
岡
市
栽
培
の
経
済
的
研
究

C 1戸卒均〉

費及 I'~ 町 |lh2h3P14向 ;-1f上向先未満 2町 3町 4 田fi 5町会卒
未満未満未満未満 1

協同車時 27 3421 2661 325I 21・

f何人商人 -32.6 内引 34131 

農産加工 15.0: 5.01 17.2! 11.0 9.0! 12.1 

情品開到4制吋 m9;叫 65.4
そのイ血 I48.01 44.71 11・2; 13・8: 19.51 制
服務費 l叫日 114 日 l 明 ω叫0.0 
合 計lーや州側Lloo.ol~oo.o[ 100.0[ 

くl戸平均〉

I~ 町 u 町γ 町γ町~|4 町~ト持 期未満 2 田rI 3町 4 町 5町卒均|
未満未満未満未満

末迄 Uラ|オ吋弛16刊 751
1月以降 12.5

1
21.7
1 22.0i 

41.7
i 
35.0i 25 

討 I100.0[ 附|削l 附 100.0' 100.0: 

八

費%経
の前常
率後規
がに模
高止の
いま小
。りな
叉、る
二そ.程
町れ低
以以〈
上外、
層の二
にそ町
なの以
る他下
と及層
商びで
品目 l主
化家四
率消 O

は
上
昇
し
七
六
%
以
上
と
な
り
、
自
家
消
費
分
は
次
第

に
低
下
し
て
い
る
。
従
っ
て
経
営
規
模
大
と
な
る
に
応

く昭23[2宵惑調査をによる〉

じ
て
、
相
対
的
に
も
実
質
的
に
も
商
品
化
量
を
拡
大

し、
i

生
産
者
と
し
て
有
利
な
地
位
を
占
め
う
る
こ
と
が

翠果処理分布表

く昭和24.121安態調査戸慕による〉

時期別卒果処理分布

察
知
で
き
る
o

次
に
こ
の
卒
果
の
商
品
化
が
い
か
な
る
時
期
に
行
は
、

れ
る
か
を
一
応
十
二
月
末
迄
と
一
月
以
降
に
分
け
て
調

査
し
て
み
る
と
(
第
二
七
表
)
全
平
均
で
は
一
般
に
十

一
一
月
末
迄
に
全
体
の
七
五
%
を
処
理
し
、
一
月
以
降
に

二
五
%
を
売
却
し
て
い
る
。
概
し
て
農
産
物
は
一
月
以

降
に
お
い
て
価
格
の
上
昇
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
卒
以
町

の
場
合
特
に
そ
の
傾
向
が
著
し
い
。
経
常
一
規
模
別
に
み
て
も
そ
れ
が
拡
大
す
る
に
相
応
し
て
十
二
月
末
迄
の
処
理
が
減
じ
、
一
方
一
月
以
降
の
売
却
が
増
加
す

る
。
倫
こ
の
場
合
三
!
四
町
層
ハ
抽
出
農
家
は
前
述
の
如
〈
一
一
一
戸

l
第
十
八
表
参
昭
じ
が
十
二
月
迄
の
処
理
最
低
な
の
は
、
そ
の
中
の
一
戸
が
組
合
役
員
等
の

職
を
持
ち
農
業
は
妻
及
び
家
族
等
が
行
い
、
十
二
月
迄
に
早
急
に
売
却
す
る
必
要
が
な
〈
、
価
格
の
高
騰
す
る
一
月
以
降
に
阪
売
す
る
方
が
多
レ
ハ
全
体
の
五

第26表

第:!7表

五
%
)
特
殊
農
家
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
様
な
割
合
そ
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
叉
一
町
未
満
層
で
は
価
格
面
で
は
不
利
と
知
り
つ

L
も
、
十
二
月
迄
に
全

体
の
八
七
・
五
%
宥
処
理
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
早
急
に
対
価
を
得
て
経
営
及
び
生
計
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
条
件
の
為
で
あ
る
。
叉
一
l
l
一
一
一
町
層
に

お
い
て
は
十
二
月
迄
の
飯
売
率
は
や
L
低
下
す
る
と
は
い
え
、
同
様
な
条
件
で
あ
り
、
三
町
以
上
に
散
っ
て
始
め
て
一
応
独
立
経
営
‘
と
し
て
自
己
の
計
算
に
お



卒果生産・経営規模別数量表く l戸平均入第28表

8021 

34.41 

い
て
、
商
品
の
販
売
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
察
知
で
き
る
。

最
後
に
卒
呆
の
収
穫
状
況
を
第
二
入
表
に
み
る
と
、
生
産
実
数
は
全
平
均
入

O
二
箱
、
耕
地
反
当
一
ニ
四
・
四
箱
で

あ
る
o

縫
鐙
規
模
別
で
は
一
町
未
満
層
は
年
間
ニ
七
五
箱
で
経
営
や
L
困
難
と
忠
わ
れ
、
三
町
以
上
に
な
っ
て
始
め

て
平
均
以
上
の
生
産
数
を
示
し
て
い
る
。
叉
耕
地
一
反
当
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
こ
の
耕
地
内
に
お
け
る
卒
果
面
積

の
割
合
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
が
、
二
町
l
一
一
一
町
層
を
最
低
と
し
て
両
翼
に
向
っ
て
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
生
産
実

数
は
聴
取
調
査
に
よ
っ
た
も
の
で
、
調
査
は
前
年
作
の
収
鐙
数
の
み
し
か
知
り
え
ず
、
こ
れ
も
甚
だ
不
正
確
な
処
が

多
い
た
め
に
、
こ
の
耕
地
一
反
当
り
の
収
獲
数
も
確
実
と
は
一
去
え
な
い
が
、
一
応
の
傾
向
は
把
握
し
う
る
の
で
あ

り
、
旦
全
耕
地
面
積
に
対
す
る
卒
呆
面
積
の
割
合
は
、
二
|
三
町
層
に
比
較
し
て
経
営
一
規
横
の
縮
少
す
る
程
大
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
一
町
未
満
及
び
一
ー
l
二
町
層
の
実
際
の
平
均
収
獲
量
は
相
対
的
に
降
下
し
、
一
般
的
に
経
包

の
大
と
な
る
程
反
当
一
収
最
も
増
加
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第

三

章

T
氏

の

牽

果

園

経

醤

|ょziiziFiviivh均
生産貫教!州 制| 叫 K0661 1針。i
耕地 l反笛1 39.51 32.5[ 31.51 33.5_1  39 

商
業
的
農
業
の
特
性
を
一
部
す
卒
呆
経
蛍
が
、
前
述
し
た
様
に
資
本
主
義
的
な
進
化
を
続
け
、
且
こ
の
際
に
は
大
経

蛍
の
万
が
小
経
営
よ
り
も
有
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
A
A
7

余
市
町
山
田
村
の
中
か
ら
、
優
れ
た
技
術
的
指
導
者
と

し
て
最
高
度
の
卒
呆
経
蛍
を
行
っ
て
い
た
T
氏
を
選
び
、
氏
を
め
ぐ
っ
て
大
経
営
の
特
質
と
、
し
か
も
過
大
な
土
地
経
蛍
が
分
解
し
た
、
過
程
に
つ
い
て
ふ
れ

で
み
た
い
。

T
氏
は
「
慶
応
二
年
秋
田
県
由
利
郡
亀
田
村
に
生
れ
、
明
治
十
二
年
T
家
に
養
嗣
子
と
な
り
、
同
十
六
年
波
道
し
た
。
爾
来
父
の
後
を
う
け
て
卒
果
栽
培
に

従
レ
、
鋭
意
品
種
の
選
択
、
栽
培
方
法
の
改
良
に
努
め
て
、
余
市
卒
果
の
声
価
を
高
め
る
の
に
専
念
し
、
明
治
三
六
年
頃
に
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ツ
グ
方
面
に
ま

明
、
阪
絡
を
聞
く
に
至
っ
て
い
る
e

こ
の
間
に
も
国
対
話
虫
の
被
害
除
去
や
袋
掛
の
改
良
な
ど
に
も
よ
〈
研
究
を
続
け
て
成
果
を
あ
げ
た
が
、
昭
和
六
年
に
六
六
才

(
余
市
町
教
員
会
踊
余
市
町
郷
土
誌

-
で
長
逝
」

十
一
一
貝
)
し
た
人
で
あ
る
。

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
果
栽
培
ρ
経
済
的
研
究

二
九



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
翠
果
栽
培
の
経
済
的
研
究

O 

T
家
に
つ
い
て
は
現
在
記
録
が
不
明
で
ゆ
め
る
の
で
、
正
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
代
々
秋
田
の
亀
田
村
に
す
み
幕
末
期
に
は
寄
生
地
主
化
し
、
し
か
も

秋
田
藩
の
木
綿
マ
ニ
ユ
フ
ア
グ
チ
ユ
ア
に
も
関
係
し
て
い
た
ら
し
〈
、
相
当
の
資
産
と
経
営
に
対
す
る
識
見
を
当
初
か
ら
所
有
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
明
治
十

二
年
に
北
海
道
開
拓
の
雄
志
を
抱
い
て
自
分
の
費
用
で
余
市
の
山
田
村
に
入
植
し
た
が
、
丁
度
そ
の
折
旧
会
津
藩
の
開
拓
民
が
開
拓
難
か
ら
耕
地
を
も
て
十
め
ま

し
て
い
た
の
で
、
そ
の
余
地
へ
(
会
津
団
体
の
奥
に
あ
た
る
土
地
〉
を
利
用
し
て
入
地
し
介
。
入
植
後
卒
果
に
着
目
し
て
栽
培
に
努
め
、
平
果
緩
や
[
一
の
安
定
と

興
隆
に
相
応
し
て
次
第
に
耕
地
を
拡
張
し
、
叉
品
種
改
善
、
栽
培
方
法
の
改
良
に
留
意
し
て
い
た
。
他
方
村
内
の
一
部
に
高
利
貸
を
行
っ
て
資
本
を
蓄
積
し
て

い
た
が
、
卒
果
の
飯
路
が
京
浜
・
ウ
ラ
ジ
オ
迄
拡
が
っ
た
の
で
、
慾
ム
ベ
産
を
な
し
た
o

が
躍
進
を
続
け
て
い
た
北
海
道
卒
果
も
、
明
治
四

O
年
前
後
の
病
虫
害

に
よ
る
被
害
の
た
め
、
耕
作
放
棄
す
る
者
が
多
く
、
叉
大
正
初
期
の
不
況
時
代
に
は
更
に
そ
の
傾
向
が
拡
ま
っ
て
い
っ
た
o

そ
の
間
際
を
ね
っ
て

T
氏
は
、
耕

地
を
買
収
し
、
更
に
小
作
を
扶
摘
し
、
大
正
十
年
に
は
余
市
町
に
三
八
町
、
隣
村
の
大
江
に
一
二

O
町
、
合
計
実
に
六
入
町
の
耕
地
を
所
有
し
、
年
一
屈
は
六
名
を

雇
っ
て
い
は
ど
資
本
主
義
的
経
蛍
を
行
う
様
に
な
っ
た
o
旦
技
術
改
良
に
つ
い
て
は
非
常
な
熱
意
を
も
っ
て
を
り
、
常
に
優
良
な
技
術
を
率
先
し
て
採
用
し
て

い
た
と
く
に
明
治
三
五
年
頃
か
ら
の
病
虫
害
の
発
生
の
時
に
は
、
北
海
道
大
学
の
星
野
教
授
を
始
め
、
学
校
・
官
庁
・
試
験
場
等
が
技
術
を
研
究
す
る
際
に
非

常
な
使
宜
を
は
か
ら
い
、
こ
れ
ら
の
技
術
研
究
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
卒
果
経
蛍
を
企
図
し
た
。
こ
れ
は
更
に
明
治
四

O
年
以
後
か
ら
大
豆
初
期
に
か
け

て
病
虫
筈
が
蔓
延
し
、
非
常
な
損
害
を
受
け
る
と
、
本
格
的
な
技
術
改
良
研
究
の
必
要
を
痛
感
し
、
率
先
し
て
同
志
と
は
か
り
、
自
己
の
耕
地
を
さ
い
て
、
北

海
道
大
学
農
学
部
の
果
樹
試
験
闘
の
設
立
に
尽
力
し
、
遂
に
大
正
一
一
一
年
に
完
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
技
術
改
良
に
つ
き
大
き
な
示
唆
が
与
え
ら
れ
る
様
に
な

っ
た
が
、
そ
の
後
も
T
氏
は
卒
呆
栽
培
技
術
の
最
尖
端
に
立
っ
て
、
経
営
の
発
展
に
努
力
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。

然
し
な
が
ら
こ
の
様
な
特
異
な
発
展
も
、
決
し
て
純
粋
に
資
本
主
義
的
な
方
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
〈
、
そ
の
外
被
の
中
に
は
、
前
近
代
的
な

要
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

T
氏
が
高
利
貸
に
よ
っ
て
利
潤
を
得
た
り
、
叉
拡
張
し
た
耕
地
を
小
作
に
出
し
て
寄
生
地
主
化
の
方
向
に
向
っ
た
こ
と

‘
か
ら
も
知
ら
れ
、
叉
そ
の
小
作
形
態
は
特
に
そ
の
性
絡
を
示
し
て
い
る
。

今
昭
和
十
八
年
に
調
査
さ
れ
た
余
市
町
山
田
村
第
一
部
議
第
二
部
落
連
合
班
の
開
墾
状
況
表
(
高
倉
新
一
郎
教
授
「
北
海
道
開
拓
農
村
の
成
長
」

l
l農
業

綜
合
研
究
第
九
輯
所
収
e
l
l
s
八
一
二
一
員
附
表
一
)
よ
り
、

T
農
園
関
係
分
を
抽
出
し
て
第
二
九
表
を
作
る
と
、
①
が
T
氏
で
あ
り
、
②
・
@
は
T
氏
の
破
産
後
に

自
作
化
し
た
も
の
で
、
入
地
当
初
は
す
べ
て
小
作
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
七
戸
の
人
々
は
す
べ
て
T
民
と
同
郷
の
欽
田
県
由
利
郡
亀
田
村
の
し
か
も
同
一
部
議



第2H表

農家 l削、|耕地|渡道i!I入地
者F披 f乍}lIJ 商積年月者年月

① 自1'1' 2.回8711明治¥21liUl.父明治¥2

② ノア 4.4 大正 3本人 大正 7

③ グ 3.3 グ 7 ノ?
グ 101

④ 小1'1' 3.0 グ 6 グ
汐 91

@ グ 3.0 グラ 父 汐 8

@ グ 3.0 /1 5 本人 汐 8

⑦ Zア 2.ラ Jツ 5 父 昭和¥0

@ グ 2.5 賢治42 本人 大JE5

社、

作

契

所
在
番
地

一
、
畑

〔
何
町
何
反
〕

殖
付
ア
凡
主
ナ
ル
果
樹
ノ
内
訳

戸ー・4、・ーーー『
桃梨林

檎

〔何〕
〔何〕

〔何〕

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
竿
果
栽
培
の
経
済
的
研
究

の
出
身
者
で
あ
り
、
渡
道
前
に
郷
里
か
ら
温
か
に
北
海
道
に
お
け
る
T
氏
の
声
望
に
あ
こ
が
れ
、

雄
図
を
抱
い
て
き
た
、
農
家
の
次
・
三
男
出
身
者
が
大
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
渡
道
年
月
と
入
地

年
月
と
ち
が
っ
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
人
々
は
渡
道
後
ま
づ
T
家
を
頼
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ

に
「
奉
公
」
を
し
、
年
雇
常
夫
と
し
て
所
謂
「
見
習
」
に
従
い
、
略
一
一
一

l
四
年
間
の
年
期
を
入
れ

た
後
に
始
め
て
小
作
人
と
な
る
為
で
あ
る
。

」
れ
ら
の
年
期
を
終
え
て
か
ら
始
ゐ
て
小
作
と
し
て

出
す
の
で
、
い
は
ば
商
家
に
お
け
る
「
暖
簾
分
け
」

の
様
な
意
味
を
も
た
ぜ
た
も
の
で
、
当
事
者

相
互
の
聞
で
は
恩
恵
的
な
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
生
れ
た
小
作
調
係
が

ど
ん
な
も
の
"
で
、
あ
っ
た
か
は
、
次
の
小
作
契
約
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

約

書(1)

証

余

市

郡

余

市

町

大

字

山

田

村

何

某t宮}
L.J 

本。

梅

〔何〕

本。

桜

相E

〔何〕

木。

芙
ノ
他
ノ
小
果
樹

〔何〕



北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
平
岡
県
栽
培
の
経
済
的
研
究

T
長
圏
第
〔
何
〕
号
園
ト
称
ス
)

右
貴
殿
ノ
御
所
有
司
一
係
ル
畑
地
今
般
自
分
-
一
於
テ
小
作
請
負
侠
-
一
就
テ
ハ
契
約
ス
ル
コ
L

左
ノ
如
シ

(
以
上
通
称

一
、
此
小
作
請
負
期
間
ハ
昭
和
〔
何
〕
年
〔
何
〕
月
〔
何
〕
日
ヨ
リ
昭
和
〔
何
〕
年
〔
何
〕
月
〔
何
〕
日
二
至
ル
〔
何
〕
箇
年
ト
定
ム

一
、
小
作
料
金
ハ
左
ノ
各
項
目
一
依
リ
相
納
メ
可
申
事

ω
告
す
売
買
ヲ
ナ
ス
-
一
八
必
ス
克
壁
、
ハ
正
風
ノ
ズ
ヘ
夕
、
ル
民
号
、
-
一
正
玄
ヲ
ポ
、

L口
議
ノ
上
契
約
ヲ
可
致
併
而
売
買
雲
南
ノ
作
製
ヲ
受
ケ
テ
始

メ
テ
契
約
成
立
ノ
証
ト
シ
売
上
金
額
ハ
不
敢
取
全
部
品
貝
殿
一
一
即
納
可
致
事

。“但
シ
此
ノ
場
合
-
一
於
テ
モ
売
買
証
票
ノ
作
製
ヲ
受
ケ
其
ノ
代
価
ヲ
即
納
可
致
事

間
売
買
証
諜
一
一
ハ
必
ス
貿
取
者
認
印
ヲ
受
ケ
小
作
人
ハ
生
産
者
)
之
一
一
認
印
可
致
叉
立
会
者
ノ
認
印
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
売
買
契
約
ヲ
確
定
シ
或
ハ
現
口
問

/
受
渡
等
致
問
敷
殊
-
一
現
金
ノ
受
渡
-
一
ハ
各
欄
ノ
受
領
印
ヲ

E
確
-
一
受
ケ
託
契
-
二
連
番
号
ノ
記
載
十
キ
モ
ノ
及
現
金
受
領
認
印
ノ
ナ
キ
モ
ノ
ハ
事

林
協
以
外
/
生
田
武
殊
-
一
小
果
実
ノ
類
ハ
場
合
-
一
依
リ
貴
殿
ト
協
定
ノ
上
小
作
人
-
一
於
テ
買
取
ヲ
受
グ
ル
コ
ト
ヲ
得

情
ニ
依
リ
後
日
精
算
ノ
ト
キ
無
効
ト
相
成
候
そ
意
義
無
之
事

削
止
ム
回
航
ヘ
吉
弘
見
-
一
、
弘
人
昆
齢
人
品
一
一
山
丸
山
+
か
払
-
一
z
b
弥
丸
山
払
品
川
一
払
払
ヘ
払
相
小
冊
仲
間
剛
輪
山
七
五
一
、
具
一
弘
払
私
む
隊
ヘ
怠
〈
ノ
数
量
及
価
格
ハ
品
鳥
風
人
飢
払

定
ニ
意
義
無
之
即
納
可
致
事

問
毎
月
受
日
拾
五
日
ノ
弐
回
其
ノ
間
生
果
売
買
一
一
関
ス
ル
整
理
ノ
、
為
午
後
安
時
一
一
貴
殿
宅
-
一
参
集
シ
報
告
可
致
事

刷
年
度
ノ
清
算
ハ
其
ノ
年
ノ
売
買
状
況
-
一
依
ル
モ
概
ネ
拾
弐
月
尽
日
迄
-
一
貴
殿
ヨ
リ
精
算
ヲ
受
グ
ル
事
併
而
某
年
度
ノ
総
収
納
額
ノ
拾
分
ノ
回
ヲ
小

作
粉
ト
シ
テ
貴
殿
-
一
上
納
シ
残
額
拾
分
ノ
大
ヲ
以
テ
年
度
整
理
精
算
ヲ
十
シ
其
ノ
時
間
額
ヲ
受
グ
ル
モ
ノ
ト
ス

一
、
小
作
へ
ハ
貴
殿
ノ
許
可
ヲ
得
ス
シ
テ
左
/
各
項
目
一
該
当
ス
ル
行
為
ハ
絶
対
致
問
敷
候
事

(2) 

畑
地
-
一
一
演
告
ヲ
生
ス
ヘ
キ
安
更
例
之
ハ
井
戸
ヲ
掘
リ
、
排
水
溝
ヲ
通
シ
、
貯
水
池
ノ
類
ヲ
掘
ル
等
)
ヲ
加
ヘ
サ
ル
コ
ト

呆
樹
ノ
移
殖
伐
採

(3) 

畑
中
二
家
屋
及
倉
庫
ノ
類
ヲ
建
設
ス
ル
コ
ト



一
、
弘
払
肱
問
臥
恥
ハ
自
作
可
致
決
シ
テ
也
氏
h
-
-
、
管
内
氏
九
一
弘
ハ
、
h.仕
様
山
ノ
、
試
民
主
ヲ
、
十
、
(
、
、
ル
、
車
.

一
、
果
樹
ノ
保
護
畑
地
ノ
保
護
-
一
就
テ
充
分
十
ル
注
意
ヲ
可
払
ハ
勿
論
防
虫
駆
虫
ノ
実
箱
ハ
貴
殿
ノ
指
一
守
一
意
義
無
之
事

一
、
執

A
L仏
民

h
h
一
、
同
町
人
試
毘
ハ
、
小
川
作
人
エ
於
テ
十
九
九
氏
拍
子
、
貴
殿
一
一
請
求
等
致
サ
、
ル
事

一
、
毎
年
概
ネ
七
月
中
旬
ヨ
リ
下
旬
ノ
頃
-
一
於
テ
骨
勘
九
品
一
一
三
島
ヒ
農
圏
内
ノ
排
水
蒋
修
理
作
業
ニ
出
勤
可
致
之
-
一
弘
動
・
も
れ
円
九
九
称
へ
ん
九
品
臥
料

金
ヲ
即
納
可
致
事

一
、
地
租
エ
関
ス
ル
諸
公
費
ハ
税
金
)
ハ
貴
殿
ノ
負
担
タ
ル
へ
キ
事

一
、
小
作
人
二
於
テ
本
契
約
二
違
背
シ
タ
ル
節
ハ
何
時
-
一
テ
モ
小
作
ノ
停
止
-
一
応
シ
返
地
可
致
事

右
契
約
ノ
各
条
ハ
小
作
人
-
一
於
テ
確
実
-
一
一
履
行
可
致
保
証
人
連
帯
為
後
日
証
書
偽
如
件

昭
和
〔
何
〕
年
〔
何
〕
月
〔
何
〕
日

余

市

郡

余

市

町

大

字

山

田

村

作

人

何

莱

巨P
¥...J 

余

市

郡

余

市

町

大

字

山

田

村

保

証

人

何

莱

~D 

T 

殴

乙
の
小
作
契
約
書
は

T
家
所
裁
の
も
の
で
あ
ヲ
て
、
参
枚
ヲ
u
h

り
に
呑
貌
を
附
し
勝
第
版
で
プ
リ

y
卜
さ
れ
て
い
る
。

門
〕
内
の
詩
句
及
び
傍
慰
は
筆
者
が
附
し
た
。
そ
れ
以
外
は
す
ぺ
て
原
文
の
主
主
で
あ
る
。

こ
の
小
作
契
約
書
は

T
氏
が
在
住
す
る
山
田
村
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
他
村
(
大
江
村
〉
に
あ
る
所
有
地
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
契
約
内
容
は

不
明
で
あ
る
が
、
小
作
人
全
お
レ
た
純
然
た
る
不
在
地
主
と
な
っ
て
レ
た
。
自
村
内
の
所
有
地
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
卒
果
不
況
期
に
、

貧
窮
な
農
家
よ
り
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
o

こ
の
上
に
前
述
の
如
〈
郷
里
か
ら
T
氏
を
頼
っ
て
き
た
、
同
村
次
P

三
男
そ
大
正
一
ニ
l
e
e
s

七
年
に
か
け
て
世
話
を
な

(2) (1) 
北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
卒
果
栽
培
の
経
済
的
研
究
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し
、
始
め
は
年
麗
と
し
て
目
見
習
せ
し
め
、
三

l
四
年
間
の
「
奉
公
」
の
後
、
小
作
人
と
し
て
前
記
の
契
約
に
基
づ
い
て
入
地
せ
し
め
た
o

大
正
八
年
頃
に
な
っ

て
「
T
農
園
」
の
名
称
を
使
用
す
る
様
に
な
り
、
余
市
町
所
在
の
三
八
町
は
、
五
町
を
一
戸
分
と
し
て
七
戸
に
分
け
て
小
作
せ
し
め
、
残
り
の
三
町
を
自
ら
耕

作
し
、

T
農
圏
第
一
号
鼠
か
ら
第
八
号
園
と
名
付
け
た
。
又
大
正
三
年
以
来
T
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
山
田
村
に
北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
の
果
樹
園
が
設
け

ら
れ
、
栽
培
技
術
と
経
信
改
善
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
が
、

T
氏
は
率
先
し
て
こ
の
研
究
成
果
を
と
り
入
れ
、
叙
上
の
緩
蛍
方
法
に
よ
っ
て
、
余
市
に
お
け
る

四

法
・
果
栽
培
の
先
頭
に
立
っ
た
。

次
に
小
作
契
約
の
内
容
を
み
る
と
、
二
条
一
1
1
五
項
に
あ
る
様
に
、
一
年
間
の
労
伐
の
結
果
と
し
て
取
得
し
た
生
産
物
は
、
そ
の
阪
売
に
お
い
て
必
ず
地
主

の
立
会
を
必
要
と
し
、
販
売
代
金
は
攻
あ
え
ず
地
主
に
即
納
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
例
外
と
し
て
翠
果
以
外
の
果
実
は
自
己
の
責
任
に
於
て
阪
売
で
き
た

が
、
そ
の
代
金
は
全
額
地
主
に
即
納
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
叉
阪
売
方
法
違
反
の
際
は
地
主
が
一
方
的
に
処
分
刊
る
こ
と
が
で
き
、
阪
売
方
法
及
び
売
上
代

金
共
に
地
主
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
た
。

次
に
小
作
料
で
は
、
二
条
六
項
に
み
る
様
に
、
即
納
さ
れ
た
売
上
代
金
を
概
ね
十
二
月
末
に
地
主
の
方
か
ら
清
算
し
て
く
れ
、
総
売
上
額
の
四

O
%を
小
作

料
と
し
て
上
納
さ
せ
、
そ
の
残
り
か
ら
必
要
経
費
を
差
引
い
て
小
作
人
に
手
渡
し
て
い
た
。
こ
れ
は
六
条
に
「
耕
作
上
必
要
ナ
ル
一
切
ノ
諸
費
ハ
小
作
人
ニ

於
テ
負
担
」
す
る
と
い
う
規
定
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
事
実
上
は
耕
作
に
必
要
な
道
具
・
資
材
等
は
、
春
先
に
地
主
が
各
小
作
に
現
物
給
与
に
よ
っ
て
「
仕
込

」
ん
で
や
る
も
の
で
、
こ
れ
に
必
要
な
経
費
を
「
小
作
糾
ト
シ
テ
上
申
j
F
残
額
拾
分
の
六
」
よ
り
差
引
整
理
し
、
そ
の
残
額
守
十
二
月
尽
日
」
に
始
め
て
与

え
た
の
で
あ
る
。
小
作
料
は
前
日
の
様
に
年
四
割
と
レ
う
定
率
制
で
あ
り
、
現
金
は
殆
ど
地
主
の
方
で
一
手
に
整
理
計
算
を
行
い
小
作
人
は
突
民
的
に
は
云
は

H
A

「
ゆ
屋
住
農
」
の
如
き
内
容
を
も
ち
、
「
刈
分
小
作
」
的
形
態
が
支
間
的
で
あ
っ
た
o

叉
率
問
先
の
如
き
多
年
生
果
実
の
特
性
か
ら
、
小
作
以
「
成
田
岡
小
作
」
と
し
て
の
性
絡
を
お
び
る
、
.
も
の
で
、
こ
れ
は
一
↓
一
条
に
み
ら
れ
る
様
に
、
経
常
に
必
要
な

一
切
の
施
設
の
安
更
は
す
代
て
地
主
の
反
対
に
あ
い
、
旦
七
奈
の
規
定
の
様
に
、
排
水
溝
の
修
理
作
業
に
は
小
作
人
達
は
七
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
の
袋

掛
作
業
の
多
忙
な
折
に
出
動
さ
せ
ら
れ
、
い
は
ば
「
賦
役
」
的
労
仇
を
諜
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
く
、
し
か
も
そ
の
作
業
に
出
動
し
な
い
と
き
は
、
人

夫
使
用
料
金
を
小
作
人
自
身
が
地
主
へ
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
小
作
斜
と
し
て
は
年
四
割
の
他
に
実
民
的
に
は
こ
れ
ら
の
「
賦
役
」
が
加
は
る

の
で
あ
る
。



こ
の
様
な
経
蛍
内
容
と
方
式
に
よ
っ
て
、
平
果
栽
培
の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
T
農
園
も
、
昭
和
初
期
よ
り
種
々
の
事
情
(
例
え
ば
北
大
附
属
果
樹
園
招
致
問

題
・
卒
果
献
納
・
家
屋
新
築
更
に
交
際
等
に
多
額
の
費
用
た
使
用
し
た
上
に
、
家
庭
内
の
不
+
辛
か
ら
出
費
が
多
か
っ
た
)
か
ら
次
第
に
経
営
が
困
難
と
な
り
、

昭
和
六
年
T
氏
の
没
後
は
急
速
に
分
解
し
た
。
北
海
道
拓
殖
銀
行
か
ら
の
借
入
金
返
済
の
た
め
に
先
づ
他
村
小
作
地
を
売
却
し
た
が
向
及
ば
ず
、
あ
ぶ
な
く
農

地
が
抵
当
流
れ
に
な
ろ
う
ど
し
た
の
を
、
小
作
人
等
の
反
対
運
動
と
政
治
的
斡
旋
に
よ
り
、
借
入
金
を
拓
獄
銀
行
か
ら
余
市
町
信
用
組
合
に
名
儀
の
書
換
え
を

行
っ
て
事
な
き
を
え
た
。
更
に
昭
和
十
四
年
に
上
肉
的
な
小
作
二
戸
に
計
七
町
七
反
ハ
反
当
一
}
二
四
円
の
価
格
で
当
時
と
し
て
は
高
価
で
あ
る
)
を
貿
却
L
て
急

を
し
の
レ
だ
。

小
作
人
は
従
来
の
関
係
か
ら
地
主
の
為
に
種
々
の
努
力
を
し
た
ハ
例
え
ば
拓
殖
銀
行
借
入
金
の
金
利
引
下
げ
運
動
、

T
氏
の
借
金
返
済
計
画
へ
の
参
与
、
拓

猫
支
払
金
利
の
共
同
引
受
け
等
〉
が
、
一
方
昭
和
十
五
年
に
は
先
年
自
作
と
な
っ
た
二
戸
を
除
き
、
地
主
と
永
代
小
作
契
約
を
結
ん
で
耕
作
権
を
確
保
し
た
。

こ
の
小
作
関
係
も
地
主
の
借
入
金
返
済
の
必
要
か
ら
、
昭
和
一
一
一
年
一
月
の
第
一
次
農
地
解
放
に
際
し
、
市
価
以
上
の
土
地
価
格
で
小
作
人
に
解
放
さ
れ
た
。

い
づ
れ
に
し
て
も
T
氏
の
卒
果
経
営
を
通
じ
、
大
経
営
と
な
る
た
め
に
は
既
述
の
様
な
前
近
代
的
な
方
法
し
か
取
り
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
叉
一
応

の
発
展
を
と
げ
て
し
ま
ふ
と
、
農
業
か
ら
得
た
資
本
を
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
に
使
用
し
、
そ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
分
解
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
日
本
に
お
け

る
大
経
蛍
の
特
性
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

あ

と

ii;. 

き

以
上
北
海
道
に
お
け
る
翠
呆
栽
培
の
経
嘗
に
つ
レ
て
、
歴
史
的
な
一
般
的
経
過
と
そ
の
具
体
的
な
突
態
内
容
を
、
主
と
し
て
北
海
道
草
果
の
大
宗
と
も
い
う

べ
き
余
市
町
山
田
村
を
取
上
げ
て
、
簡
単
に
考
察
し
て
き
た
の
で
み
ぬ
る
。

然
し
な
が
ら
更
に
綿
密
な
調
査
、
特
に
生
産
費
、
経
営
費
及
生
活
費
の
具
体
的
内
容
に
全
然
ふ
れ
て
い
な
い
の
は
、
決
定
的
な
飲
陥
で
あ
る
が
、
一
応
の
概

括
と
し
て
卒
果
の
歴
史
的
発
生
と
そ
の
発
展
速
度
の
内
容
と
卒
呆
経
営
の
特
買
に
つ
い
て
触
れ
、
更
に
卒
果
栽
培
農
家
の
具
体
的
分
折
と
し
て
、
各
経
営
規
模

別
の
土
地
・
労
仇
・
資
本
・
技
術
・
飯
売
等
の
性
格
に
つ
い
て
概
観
し
、
商
業
的
農
業
た
る
平
果
経
営
に
お
い
て
は
、
曲
り
な
り
に
も
資
本
主
義
的
性
格
が
確

実
に
導
入
せ
ら
れ
、
日
穴
大
経
営
に
お
け
る
優
位
性
と
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
一
応
ふ
れ
た
次
第
で
あ
る
。

北
海
道
余
市
町
に
お
け
る
平
泉
裁
縫
の
経
済
的
研
究
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ムー'/、

最
後
に
こ
の
調
査
に
種
々
御
使
宜
を
は
か
つ
て
下
さ
っ
た
方
身
、
特
に
山
田
部
落
の
人
々
、
余
市
町
役
場
、
北
海
道
食
糧
事
務
所
余
市
出
張
所
、
余
市
税
務

晶
、
余
市
町
農
業
協
同
組
合
、
大
日
本
来
汁
株
式
会
社
、
北
海
道
農
産
加
工
有
限
会
社
余
市
工
場
及
び
北
大
農
学
部
余
市
園
芸
試
験
場
の
方
々
に
深
甚
な
謝
意

(
一
九
五
一
、
一
一
'
ニ
八
)

-
を
表
し
ま
す
。
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